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議 事 日 程  （第４号） 

 

令和３年12月２日（木）午前10時開議 

 

日程第１        一般質問 

             質問順序  １．18番 二橋 益良 

                   ２．７番 土屋 和幸 

                   ３．11番 吉田 建二 

                   ４．16番 中村 博行 

                   ５．５番 福永 桂子 

 

 

 

○本日の会議に付した事件┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄議事日程に掲げた事件に同じ 

○出席及び欠席議員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○説明のため出席した者┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○職務のため議場に出席した事務局職員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 
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午前10時00分 開議 

○議長（馬場 衛） ただいまの出席議員は18名で

あります。定足数に達しておりますので、本日の会

議を開きます。 

 本日は傍聴席へ報道機関が入っております。なお、

撮影を許可した者には許可証を交付しておりますの

で御報告いたします。 

○議長（馬場 衛） これより本日の会議を開きま

す。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでござ

います。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 日程第１ 一般質問を行いま

す。 

 昨日に引き続き、一般質問を行います。 

 本日の質問順序は、受付順により１番 二橋益良

君、２番 土屋和幸君、３番 吉田建二君、４番 

中村博行君、５番 福永桂子さんと決定いたします。 

 なお、中村博行君から参考資料の配付を求められ

ましたので、これを許可しております。資料はあら

かじめ配付させていただいておりますので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（馬場 衛） 初めに、18番 二橋益良君の

発言を許します。 

  〔18番 二橋益良登壇〕 

○18番（二橋益良） 18番 二橋益良。一般質問は

３日間ありますが、本日が最終日ということでござ

いまして、その先頭を切ってまず質問をさせていた

だきたいと思います。 

 事務事業評価は湖西市のあるべき姿である総合計

画の推進、進捗状況の確認について指標と評価によ

って表す唯一の指標であると考えております。毎年

公表される事務事業評価の検証を繰り返すことによ

って、今後の社会情勢に対応した持続可能な湖西市

づくりに発展していかなければなりません。また、

的確な事務事業評価によって、市民の負託に応えて

いくための行政運営の羅針盤とも言えるわけでござ

います。よく、自治体間競争と言われがちでござい

ますが、湖西市のあるべき姿を実現するには、現在

の市の姿を市民目線で自ら評価し、問題点、課題を

いかに改善し、目標を見据えた持続可能なまちづく

りを推進していくことであると思います。 

 現在の評価は、行政側に立った自己評価にすぎま

せん。評価方法と問題点、課題に対する改善、改革

を伴ってこそ本物の指標であると思います。次期事

務事業評価の改善に向けたお考えをお聞きしたいと

思います。 

 質問の目的。第６次総合計画推進を達成する事務

事業評価の改善に向け、持続可能な湖西市づくりを

目指すために以下の質問を行います。 

 まず第１点目、事務事業評価の位置づけをどのよ

うにお考えか、お聞きいたしたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 企画部長、登壇して答弁をお

願いいたします。 

  〔企画部長 小林勝美登壇〕 

○企画部長（小林勝美） お答えいたします。 

 事務事業評価は所管部署において事業の目的を再

認識し、その事業効果を把握し、必要性・効率性・

有効性の観点から事業を見直し、改善していくこと

を目的に毎年実施しております。 

 限りある財源を効率的かつ効果的に活用していく

ため、事務事業評価はＰＤＣＡサイクルの流れを日

常業務の中に取り入れる行財政改革の基盤であると

いうふうに位置づけております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） まさにそのとおりではないか

なと思います。しかしながら、この事務事業評価の

正確な表し方というか、正確というか要するに目的

にかなうような事務事業評価が一番大切じゃないか

なと思います。 

 いずれにいたしましても、この事務事業評価によ

って行政はその方向性を向いていくんですけども、

いかんせん、この事務事業評価の事業というのは種

別でも、事業評価のできるものあるいはそうでない

ものも多少あるかも分かりません。そうした事務事

業評価の特に行政側が対象としているものは、74事

業あると言われておりますが、その種別をどういう

ふうに仕分けているのか、少し教えていただきたい

と思います。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 
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○企画部長（小林勝美） お答えいたします。 

 事務事業評価のほうにつきましては、事業類型と

いうものを幾つかに分けてございます。ソフト事業

であるとか法定事業、それからハード事業とか施設

管理、内部管理というような仕分をしております。 

 今回の評価の対象としているものにつきましては

ソフト事業、これは市が自主的に実施する事業でご

ざいまして、そのほかの法定事業とかそういったも

のに当たらないものになります。 

 それから法定事業につきましては、これは法律で

やらなければいけないということで、これは必要性

が必ずあるわけで、効率が悪くてもやらなければい

けないというものがありますが、これは対象外にし

ております。法定事業の中でも市の判断でできる裁

量分で入れ込むことができるものについては、評価

対象とさせていただいております。 

 それからハード事業、これは例えば浜名湖西岸土

地区画整理事業のようなもの、それから大倉戸茶屋

松線のようなもので、湖西市としても進めていくと

いうことが決定しているようなものについては対象

外とさせていただいております。 

 それから施設管理、これも維持管理経費等、施設

なんかの維持管理経費とか道路、水路、公園などの

維持管理、公用車の維持管理も含むものでございま

すが、これは固定的な必要な経費だということでこ

れも対象外とさせていただいておるところです。 

 それから内部の管理、事務的なものです。市民サ

ービスを伴わないようなもの、これについても対象

外とさせていただくということで、分類としては７

つの分類にして評価をさせていただいております。

そのうち、２つを評価の対象としているということ

でございます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） そういう種別の仕方もしかり

かなと思いますけども、特に市民サービスの観点か

ら考えると、施設管理なんかも当然市民サービスに

直結していくんじゃないかなと思うんですけども、

こういう市民サービスと行政外の事務事業と本来は

分けるべきじゃないかなと思いますけども、そこら

辺の考え方をお聞きしたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） 今回、総合計画が今年度

から新たなものがスタートしたということで、昨年

の評価をこの事務事業評価でやったわけなんですが、

私も今年度にこちらへ来て確認して、評価対象にし

てないものであっても、今御指摘あったように評価

をしたほうがいいものもあるんではないかというこ

とも感じているとこがありますので、少し来年度に

向けて、前の議会のほうの委員会のほうでも少し御

指摘をいただきましたが、少し見直しをしたいなと

いうことは考えております。評価対象を増やすほう

がいいのか、表現の仕方を変えたほうがいいのかと

いうことも併せて、少し前向きに来年に向けて修正

をしていきたいというふうに考えております。以上

です。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 見直したほうが、当然見直す

べきだと思いますけども、中には評価表に必要性と

か妥当性は最終的な結果なんだけども、途中の成果

とか指標が表記してないものがたくさんあるわけで

ございますが、この表記してないものについてはど

のようにお考えですか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えいたします。 

 全てではないんですが、先ほど御指摘いただいた

施設の管理の部分とかそういったところもやってい

かなければいけない、施設の維持管理をやっていか

なければいけないのは当たり前のことなんですが、

ある程度、目標を持ってやるっていう意味では、今

回のやつについては黒塗りになって評価はしません

よというようなところもあるもんですから、そちら

についても目標を持ってやっていくというほうが、

例えば経費節減をしなければいけないということで、

そういった指標を持ってやるということも必要だろ

うということも考えておりますので、それも併せて

少し改善をしていきたいというふうに思っておりま

す。以上です。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） ぜひそういう方向性をもって

お願いしたいと思います。 
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 それでは２番目に行きますけど。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○18番（二橋益良） 総合計画の行政経営で、「市

民目線での施策の評価を行う」と、こういうことを

うたっているわけでございますが、事務事業評価に

おける評価について、例えば一つの手法としては市

民意識調査等々と思いますので、やはり市民目線の

評価が非常に重要かなと思います。そうした意味で、

市民意識調査との連携というか連動はどのようにお

考えですか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えいたします。 

 事務事業評価の中には、市民意識調査の結果を成

果指標としている事業もございます。 

 例えばでございますが、具体的には畜産振興対策

事業におきましては生活の中で悪臭を感じる人の割

合というものを成果指標としておりまして、2024年

度（令和６年度）には市民意識調査の割合を現在

74.9％なんですがこれを63.6％まで減らすことを目

標というふうに事務事業評価のほうに表現をさせて

いただいております。 

 事務事業評価に限らず市民の意見や意向を把握し、

市政運営に反映させるということは大変重要である

というふうに認識をしております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） せっかく市民意識調査を施行

しておるわけでございますので、こうした中にもな

るべく事務事業評価に対する意見聴取、それを求め

たほうがよりベターかなとそんなふうに思いますの

で、今後はそういうような対応もひとつお願いした

いと思います。 

 議会としても市民を代表する代表権を持っており

ますので、今行われております議会活動推進特別委

員会において今検討中でございます。何を検討する

かというと、各常任委員会に全ての事業を評価する

のは非常に困難なことでございますので、その中で

も重要な５つぐらいを選抜しながら、毎年これから

もし施行すればやっていくことでございますので、

そこら辺の入替えをしたりなんかすれば、かなりの

事業評価を議会ができるんじゃないかなってそんな

想定をしております。これはあくまでもこれからの

ことでございますので、そうしたことによってやは

り議会と行政が両輪のごとく、市民の負託に応えて

いくそんな施策が重要かなと思います。 

 そういうことも勘案して、ぜひ市民目線の施策の

評価ということを重点に置いてお願いをさせていた

だきたいと思います。 

 それでは、３番目の質問に移りますけど。 

○議長（馬場 衛） ３番目ですね、どうぞ。 

○18番（二橋益良） 令和２年度の未達成項目はい

ろいろあるわけでございますけども、私どもには一

番明確な、すぐに表記が分かるような一覧が出てお

りませんけども、そうしたお考えはどうですか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） 事務事業評価は、各事業

の必要性・効率性・有効性の観点から事業を見直し、

今後の方向性について内部評価をし、この評価結果

は個別シートとともに一覧表としてまとめ、公表し

ております。 

 事業の未達成項目につきましては、評価結果の一

覧表の中では表記しておりませんが、個別シートの

事業ごとに成果目標を立て、実績から達成状況が確

認できるようにはしております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 決してこういう卑下した言い

方はあれなんですけども、やはりどうしてもこの未

達成項目というのは、逆に言えばあんまり表記した

くないような傾向があるんじゃないかと思いますの

で、ぜひ未達成のものをやっぱりちゃんと把握して

おくということについては一覧が必要ではないかな

と思いますので、今後は対応をよろしくお願いした

いと思います。 

 ４番の質問に移ります。 

○議長（馬場 衛） ４番ですね、どうぞ。 

○18番（二橋益良） 事務事業の妥当性・有効性・

効率性をもって適正化あるいは効率化等、そして唯

一のマネジメントサイクル、ＰＤＣＡを推進し、多

様化する市民ニーズに対応するには、やはり最後に

行き着くとこは職員の人材だと考えております。職

員の人材育成と意識改革について、どのようにお考
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えかお願いしたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（鈴木 徹） お答えします。 

 議員のおっしゃるとおり、これからの行政運営に

おいては職員の人材育成と意識改革が必要不可欠、

非常に重要であると認識をしております。 

 これまで、職員一人一人の能力を高める取組とし

てはＯＪＴ研修や外部講師による研修のほか、自己

啓発の促進を基本としてまいりました。しかしなが

ら、重点施策であります土地の利活用、モノづくり

人材育成や産業ネットワークの構築など、職住近接

を推進させる施策を着実に実行する上では、今まで

以上に政策形成能力や問題解決能力、そして何より

も柔軟な対応能力を向上させる必要があり、研修以

外の手法も重要であると考えております。 

 具体的な行動として、現在も積極的に行っており

ます国や県との人事交流、また民間企業などへの職

員派遣による資質向上に加え、住民との積極的な対

話などを通じてコミュニケーション能力を高めるこ

とで、適正な行政運営に必要な人材の育成と意識改

革を図ってまいりたいとそのように考えております。

以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） とかく、人材育成っていうと

研修とかそうした方向性に走っていく傾向があると

思います。しかしながら、研修は確かに必要で能力

を高める一つの手法ではあると思いますが、いかに

能力を発揮するかということができるかできないか

ということが、一番重要なことだと考えております。

そのためにも、先ほど部長が言われるようにやはり

職員の意識改革、それからいろんな面で柔軟な対応

をするような能力が問われるかなと思いますので、

今後は人材育成についてはまだまだ手法はいろいろ

ございます。よその先進市なんかをよく見ますと、

かなりここには力を入れていると、人材育成に力を

入れることは逆に言ったら、行政の前進というか進

歩だとうたわれておりますので、今後はぜひそうし

たことを考えていただいて、もう少し人材育成には

力を入れていただきたいなと思いますけど、実直、

部長から見て今の職員の体制をある程度のレベルま

で持っていくということが実際可能かどうか、少し

抱負を述べていただきたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（鈴木 徹） 市役所の職員ですと、と

かく条例とか法律とか市民の皆様が見えられたとき

も簡単にできるできない、イエス・ノーという非常

に簡潔な表現でお話をするのが非常に多くて、周り

から見るとちょっと冷たいような対応が多いと、そ

ういったことも市民の皆様から御指摘を受けます。

そういったことに関しましては、連絡会、部長会等

で市長のほうからも四角四面な回答はしないように

と、まずは聞く能力、市民の方が何を考えているの

かしっかり聞いて、イエス・ノーという簡単な表現

ではなくて適格なアドバイスができるように、例え

ばノーという返事であっても、相手の方に納得して

いただけるようにアドバイスを、こういったところ

に相談したほうがいいんじゃないですかとか、うち

のほうで連絡を取ってみますとか、そういった対応

に心がけるようにということで、これは再三、職員

のほうにも指示をしておりますので、まずは何より

もこれから一番重要なのは聞く能力、傾聴力といい

ますか、市民の皆さんのお話をしっかり聞くと、そ

ういった意味では職員には地域の活動とかそういっ

たものにも積極的に参加するようにということで、

そういったことを考えながら意識している職員もお

りますので、まだまだ職員はこれからしっかりと伸

びていくものと私個人としては信じております。以

上でございます。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） それと、もっと重要というか

一番の要は、やっぱりスポーツでいうと監督とかコ

ーチ、この行政でいえば部長、課長、管理職、この

方たちがやはりそのレベルで人材育成をしていかな

いと、どこに羅針盤を持っていいか分からないよう

な状態になってしまうかなと思いますので、一番重

要なのはやはり管理職の意識をまず高揚させて、そ

してそのノウハウをもって職員の育成に当たるとい

うことをぜひお願いしたいと思います。 

 それでは、最後になりますけども５番の質問です

けれども、ここの質問をするにはまだまだその前の
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段階の前年度の事業評価、そこがまず評価できない

とここを言っても、令和４年度の予算に反映すると

いうとこまでは行き着かないかなと思いますけども、

欲を言って令和４年度の予算編成にぜひ令和３年度

の前期の評価指標もここに取り入れたら、もっとも

っとすばらしい予算ができ上がるんじゃないかと思

いますけども、そこら辺についてはどうですか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） 議員おっしゃるとおり、

令和４年度予算編成において、令和３年度前期の評

価指標は必要だということは十分認識しております。

しかしながら、事務事業評価には令和３年度前期の

９月までの評価指標を反映するということになりま

すと、公表時期が10月以降というふうになってしま

いまして、予算編成前に市民の皆様からの意見など

を次年度の予算のほうに反映することができにくく

なってしまうのかなというふうに思います。 

 また、公共工事などでは前期に入札ですとか設計

などを行って後期に工事を実施するというようなも

のもございますので、本格実施が後期になるという

ような事業もございます。令和３年前期の評価指標

をそういったことで反映できないというものもござ

いますので、というふうに考えております。 

 令和４年度予算編成時におきましては、事務事業

評価と併せて令和３年度、令和２年の今回の事務事

業評価に合わせて令和３年度上半期の実績ですとか

評価を踏まえた上で、財政のほうに要求額を算出し

て財政課とのヒアリングを経て、予算要求をさせて

いただいております。 

 今後も限りある財源を効率的・効果的に活用して

いくため、事務事業評価を活用した予算編成につな

げてまいりたいというふうに考えております。以上

です。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） どうしても現年までのやり方

で行きますと、例えば本年が令和３年度とすると令

和２年度の評価によって、令和３年度は飛び越えて

４年度の予算編成に移ってしまうという大きなギャ

ップがあるわけでございますので、そのギャップを

近々の情勢に合わせてやはりやるべきだなと思いま

す。 

 一昨年の評価を一生懸命見ながらやっていたんじ

ゃ、次の予算に反映はなかなか難しいとこもござい

ますので、そうした意味でもぜひ、大変かも分かり

ませんが上半期の指標を出すべきだなと思います。 

 何におきましても、やはりやらなければ見えない、

やることによって当然課題も見えてくる、そうした

ものをだんだん繰り返すことによって、熟成したこ

この行政の運営になっていくかなと思いますので、

ぜひこれからもそうした意味で、大変だねっていう

ような遠目で見るような見方じゃなくて、その中に

溶け込んでいくという作業をお願いしたいと思いま

す。 

 以上で１番目の質問を終わります。 

○議長（馬場 衛） 次の主題２のほうへ。 

○18番（二橋益良） 主題２のほうに移ります。 

 令和４年度予算編成方針についてということで、

例年、予算（案）の概要と予算（案）のポイントを

一括して表示されています。現況を細かく言います

と、予算発表するときに同じように予算概要が出て、

その前の段階はなかなか私どもにも、あるいは市民

にも見えにくいとこがあるかと思います。その予算

編成に当たって、編成方針が基本となり予算の編成

がなされるのが望ましい考え方だと思います。２年

続きのコロナ禍によって、財政の悪化と減退した経

済の再生が取れる次年度予算編成と位置づけ、市民

一体となった予算執行が例年度以上に求められるも

のではないかと思います。 

 より強固な予算の編成に当たっては、市長の考え

を反映させた予算編成方針を市民に公表し、そして

行政と市民とが一体となった取組が必要ではないか

なと思います。限られた財源をより有効的かつ効果

的な予算執行につなげるため、市民の理解と協力を

深める、これが大事な施策かと考えておりますので、

予算編成方針が公表されるべきだと思います。 

 質問の目的。予算編成方針が公表され、市民の理

解と協力が得られた予算編成となるための質問をさ

せていただきます。 

 まず１番目の質問よろしいですか。 

○議長（馬場 衛） どうぞ 
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○18番（二橋益良） 予算編成方針はどのようにな

されているのか、お聞きいたしたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（鈴木 徹） お答えします。 

 令和４年度の予算編成基本方針は、第６次湖西市

総合計画の実践計画に基づいた５つの戦略ごとに分

類し、優先的に取り組むべき重点施策を編成の方針

の柱としております。 

 具体的には、戦略１「安全・安心、医療、福祉」

の分野では、津波防災対策、新型コロナウイルス感

染症対策、新消防防災センター建設事業など。戦略

２「結婚、出産・子育て、教育」では、放課後児童

クラブの充実、子ども家庭相談支援拠点の設置、教

育施設の長寿命化の推進など。戦略３「産業」では、

モノづくり産業の振興、アフターコロナの経済支援、

土地利活用施策の推進など。戦略４「交流」では、

畜産臭気対策、新居弁天地域利活用計画の構築、市

制50周年記念事業の実施など。そして５つ目の横断

的戦略では、カーボンニュートラルの実現に向けた

取組やＤＸの推進を掲げております。 

 この重点施策につきましては、市長から各部局に

対し、次年度の重点施策の方向性等を検討するよう

指示があり、現場を所管する各部局は重要と考える

施策を部局の方針としてまとめております。そして、

この方針を基に、企画政策課、財政課及び担当の各

部局とヒアリングを実施した後、最終的に市長と調

整の上、決定したものであります。 

 このように、重点施策を予算編成方針に反映する

ことで、施策と予算の連結をより強固なものにし、

施策の実効性を高め、短期的のみならず中長期的な

視点を持って、市の持続可能な発展に向け「働くま

ちから 働いて暮らすまちへ 職住近接」を実現す

るための予算編成基本方針としております。以上で

ございます。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 予算編成方針というのは庁舎

内では必ず編成方針を提示して、しっかり目標を持

ってその目標に向かった予算編成が大事かなと思い

ますけども、今回少しコロナ禍で随分状況が変わっ

ているんじゃないかなと思います。 

 本来、予算編成方針の中にもう少しコロナ対策と

経済再生、この２点を重点的に遂行すべきだと思い

ますが、いかがなものでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（鈴木 徹） 財政当局との各部局がヒ

アリングを行う中で、当然コロナ、アフターコロナ

に対する施策、これは非常に力を入れていくべきと

いうことで議論しております。 

 まだ新しく変異株等も報道されておりまして、ま

だまだ社会情勢が変わってくる可能性が今後もある

もんですから、そこは柔軟にその都度対応していく

ことも必要だと考えております。 

 今回、来年度の施策の中にもその辺のことは十分

盛り込まれておるというふうに考えておりますので、

もしも今後さらに社会情勢が変わった折には、柔軟

にその辺は予算編成のほうも対応していきたいと考

えております。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） そのための、私どもは前段で

お話をしたとおり、やはり行政と市民が一体となっ

て、特に市民の理解がやはり一番必要だなと思いま

す。行政側が目標を持ったら、その目標は市民の目

標だと思って遂行すべきだなと思いますが、この予

算編成方針、今は公表されていませんが今後は公表

すべきなのかどうか、そこら辺の検討はどうですか。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（鈴木 徹） お答えします。 

 他市の状況等もその辺確認をさせていただきまし

た。近隣市においても予算編成の基本方針、そうい

ったものを公表している市がございました。そうい

ったことで、次年度以降、近隣市の公表の内容とか

また公表する時期、そういったものを検討する中で

本市においても基本方針は公表していきたいと考え

ております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 公表することによって市民の

関心が高くなり、逆に市民の理解が得られれば幸い

かなと思いますので、今後は公表に向けてひとつ前

進していただきたいと思います。 

 ２番の質問に移りますけど。 
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○議長（馬場 衛） ２番ですね、どうぞ。 

○18番（二橋益良） 各事業の予算要求額は、何を

基本として行っているのかお聞きします。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（鈴木 徹） 各部局における予算要求

は、総合計画の実践計画を軸とした予算編成基本方

針に基づき、社会経済情勢や市民ニーズを的確に把

握した上で、事業の重要度、それから優先度、そう

いったものを総合的に判断して、各部局が主体性を

持って事業ごとの予算を積み上げたものとなってお

ります。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 各部局によって、それぞれや

はりが思いが違うと思うんです。それを、予算編成

方針の基本計画について十分な理解が得られていれ

ば、その方向に向いていくわけでございますけども

ここが重要なとこでございまして、やはり各部局に

その方向性をちゃんと周知させ、見据えた上での予

算編成が一番の求められる予算かなと思いますけど

も、そうした施策について総務部長はどんなふうに

お考えですか。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（鈴木 徹） 先ほどの予算編成基本方

針でございますが、これは本市の場合、現在はまだ

職員向け、職員に対してこのような方向性で予算を

立てるようにという部分で周知をしております。 

 それと併せて、副市長を中心として予算編成の説

明会等も毎年実施しております。そちらのほうの説

明には、それぞれの全ての課から予算の中心となる

人物を集めて、事細かに方針とか重点事業とか、そ

の辺は副市長のほうからもしっかりと説明をして、

それに沿った形で各部局は対応するようにというこ

とで、指示のほうは徹底しております。 

 今後はさらにその辺が充実するように、周知でき

るように今後も努力をしてまいりたいとそのように

考えております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） やはりこうした特に一番重要

な予算の要求については、そうした周知が必要だと

いうことと、全庁的にしっかり把握し、そして行政

側の要になるのはやっぱり副市長さんだと考えてお

りますけども、ぜひ副市長を中心に総務部がその補

佐をしながら遂行していくという方向に考えていく

べきかなと思います。 

 それでは３番目の質問に移ります。 

○議長（馬場 衛） ３番目ですね、どうぞ。 

○18番（二橋益良） 例えば、先ほどの方針の中で

予算要求額が出てくるわけでございますけども、そ

の予算要求額の調整というのはどのように行ってい

るかお聞きします。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（鈴木 徹） お答えいたします。 

 予算要求額の調整は、次年度に見込まれる一般財

源の予算枠を、あらかじめ各部局に配分する枠配分

方式を採用しております。 

 具体的に申し上げますと、経常的経費については

前年度当初予算の一般財源額を基に、次年度以降、

通年化する事業費を加算し、前年度までの臨時的な

事業費等を減額した額を基本額としています。また、

投資的経費や年度によって変動が大きい事業費など

は別枠とし、この額を加算した額を基準額として各

部局に提示してございます。その後、各部局から提

出された要求書を基に、各部課長のヒアリングや担

当者との詳細なヒアリングを幾度となく実施し、事

業内容や要求額の根拠等を、金額の大小にかかわら

ず全て確認をしていきます。そして財政課による予

算査定案を作成し、総務部長査定を経て市長、副市

長の査定を実施した上で、最終予算案をまとめてい

くやり方になっております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） この予算要求枠というのは、

どうしても一番頭の痛いところで、大体湖西市でい

うと20％ぐらいはプラスになっているという状況が

あるというふうに聞いておりますが、大事なことは

この予算編成方針がしっかり定まっていれば、これ

は特化した事業、これは今年度は少し縮小していく

かとこういう精査と、あとは優先順位が大体出てく

るわけでございますけども、どうも総花的に例えば

10％削減とかっていうような形を取りますと、せっ

かくの予算編成方針の目的と多少のずれが出てくる
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かなと思いますので、総花的な予算要求の減額は避

けたほうがいいとそんなふうに思いますので、やは

りそこら辺はしっかりと方針に定まったものを編成

していくと、そこに何があるかというと予算編成方

針というのは一番の要っていうか重要な位置にある

ということでございますので、これから調整につい

てはしっかりと、例年になく来年度の予算はそうし

ためり張りがあって、ちゃんとした精査ができてい

るなっていうものを見せていただければと思います

ので、ぜひそういう方向でお願いしたいと思います。 

 次の質問に移ります。 

○議長（馬場 衛） ４番目ですね、どうぞ。 

○18番（二橋益良） ４番ですけども、予算案は市

民指標をどう反映したものになっているかというこ

とで、先ほどの１番目の質問でもさせていただいた

とおり、この市民指標、一つは市民意識調査とかそ

のもろもろに代わっていくんじゃないかと思います

けども、市民指標をどう反映するかということでお

聞きしたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（鈴木 徹） お答えいたします。 

 総合計画において、市民意識調査で得られた回答

の割合の数値を施策の成果指標としている項目が幾

つかございます。例えばその一例を申し上げますと、

「結婚、出産・子育て」の項目では、子育て世代に

とって住みやすいまちの満足度について、市民意識

調査で「そう思う」や「まあまあそう思う」と回答

した人の割合を上げることを成果指標としておりま

す。 

 このように、市民意識調査の満足度等を成果指標

としている項目の中で、市民の満足度が低いものに

ついては、市の施策の中でも優先度が高く、早急に

取り組まなければならないものとして考えておりま

す。 

 先ほど答弁させていただきましたとおり、令和４

年度予算編成基本方針の重点施策の戦略２では、放

課後児童クラブの充実や子ども家庭総合支援拠点の

設置を掲げているように、市民指標を反映した形で

予算案をまとめていく予定でございます。 

 また、現場を所管する各部局が自治会や市民の皆

様からの要望を予算要求しているものもあり、こう

した事業につきましても市全体の事業の優先度など

を考慮した上で、予算案に反映していければと考え

ております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 例えば意識調査でどういう傾

向にあるかということは、一番の羅針盤じゃないか

なと思いますけども、私はそういう見方じゃなくて

一つこういう見方もあるかなと思うのは、例えば意

識調査には満足、どちらかといえばまあまあ満足、

不満足、回答なしとこういう分類で多分大きく分け

るとそういうふうに出てくるんですけども、私が一

番意識したいのは不満足というとこが何かと、この

不満足が何かというとこをやはり満足に変えていく

施策のほうが一番効果があるかなと思いますので、

評価が高いよ、まあまあまで入れると80％出したら

十分だなと思ってはいけないと思うんです。そこに

は５％なり不満足と、何が不満足かというその原因

をつかむことが市民意識の反映につながっていくか

なと思いますので、ぜひそういう方向でお願いした

いと思います。 

 最後になりますが、５番の質問に移ります。 

○議長（馬場 衛） ５番ですね、どうぞ。 

○18番（二橋益良） 持続可能な湖西市づくりにし

ていくためには、社会情勢を的確に捉え、厳しい財

政運営を遂行するためにも予算編成方針をしっかり

定め、予算方針を基に予算編成を行い、予算執行の

評価をするというこうしたサイクル、こういう回し

方というか回すことが一番目的に到達する近道かな

と思いますので、そうしたサイクルを回すこととい

うのは、行政としてはどんなお考えかお願いしたい

と思います。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（鈴木 徹） 議員がおっしゃるとおり、

予算編成においては事務事業を評価し、評価結果に

基づき事業の見直しを行うとともに、優先的に取り

組む重点施策の方向性を示した予算編成基本方針を

定め、予算編成を進めていくことが重要であると考

えております。 

 具体的には、事務事業評価では前年度に実施した
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事務事業を評価、及び当該年度を含めた今後の計画

を確認しています。また、次年度の予算編成に向け

てのヒアリングでは、事務事業の評価結果、重点施

策の決定を踏まえ、既存事業の見直し状況や新規・

拡充する事業について確認をしております。 

 こうした過程を経て、直近の社会経済情勢を考慮

した予算編成基本方針を策定し、この方針の下、予

算編成を行っているところです。また、予算執行の

評価という面では、当該事務事業を評価のほか、予

算査定においても前年度の決算額や当該年度の予算

執行状況を確認しているところでございます。 

 このように、事務事業評価から事業の見直し、重

点施策の決定、予算編成基本方針の策定、予算執行

の評価までのサイクルを十分に機能させて、予算編

成を進めてまいりたいと考えております。以上でご

ざいます。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） そうしたものの確認をするた

めにも、やはり予算編成方針というのは公表すべき

だなと思います。 

 本年度、予算の編成にかかってるわけでございま

すけども、今年度も先ほど口頭ではおっしゃられま

したが、予算編成方針という一つの一覧として提示

したものがあるかどうか、再度確認をさせていただ

きたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（鈴木 徹） 今年、一応先ほど言った

職員向けといいますか予算編成の方針として示した

内容でございますが、まず次年度に優先的に取り組

むべき重点施策をしっかりと考えなさいと。また、

予算編成の視点、留意点として事務事業の見直しや

予算の積算の精度をしっかりと向上させていくよう

にと。また、予算編成方法として枠配分方式の基準

額の考え方をしっかりとまとめていきなさいと、そ

ういったことをしっかりと周知して、予算編成のほ

うを今年度は策定しております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） そうするとやはり一番必要な

のは、せめて議会側に予算編成方針を提示していた

だきたいなとそんなように思います。この場で申す

のもあれなんですけども、平成４年度の予算編成方

針、これっていうのは提示することできるでしょう

か、市長にお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 予算編成方針は僕は今まで、この質問をいただい

て公表してないということを知ったので、全然幾ら

でも公表できると思っていますので。一部テクニカ

ルなものだとかそういうものがあって、そこまで公

表すべきかどうかっていうのはあると思いますけれ

ども、予算編成方針そのものは別に昔のものという

か、少なくとも僕がやっているものに関しては幾ら

でも公表させていただけるもので、今まで公表して

なかったというのは、今回の質問が出て初めて知り

ましたので、そこはすみませんでした。 

 あと、あえて言うと今年からサマーレビューのよ

うな来年度予算要求に向けてっていうことで、９月

だったか10月だったかの予算編成方針の前にサマー

レビュー的な来年度の重点施策というのは、各部か

らも議論をさせていただきましたので、重点施策を

つくった上で秋に予算編成方針をつくらせていただ

きましたので、そういった予算編成というか実態に

合わせたさっきおっしゃった事務事業評価とか、そ

れを踏まえたサマーレビューをやって予算編成方針

というような予算編成過程の改革も行っていますの

で、公表は今年に限らず過去のもっていうのであれ

ば幾らでも公表させていただきます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 餅に例えれば、予算編成方針

というのはまずきねで餅をこねる前段の話ですよね。

予算案というのは、でき上がった餅を見る。今まで

は、でき上がった餅を見て今度の予算はこうなんだ

なっていうとこまでしか概要が出てないというのが

寂しいかなと思います。本来ならこねるときにどう

こねるかというのを市民にもちゃんと公表して、一

緒になって考えようよというような体制をぜひお願

いしたいと思います。 

 ぜひ予算編成方針は公表すべきだなと思いますの

で、今後ともよろしくお願いしたいと思います。 

 では、私の質問をこれで終わりたいと思います。
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ありがとうございました。 

○議長（馬場 衛） 以上で、18番 二橋益良君の

一般質問を終わります。 

 次に、７番 土屋和幸君の発言を許します。 

  〔７番 土屋和幸登壇〕 

○７番（土屋和幸） ７番 土屋和幸です。よろし

くお願いいたします。 

 私は、湖西市における農業・水産業施策について

をお伺いいたします。 

 質問しようとする背景や経緯でございますが、湖

西市における施策において、農業・水産分野の産業

がないがしろにされているのではないかと考えます。

農地の荒廃、水産物の価格、水揚げ量の低迷により

まして一次産業から離職されていく話をよく耳にす

ることがあります。 

 その対策としては、市はいろいろ手を尽くしてお

みえなるとは思いますが、いま一つ成果が出ていな

いように感じることからお伺いをいたします。 

 質問の目的。農業及び水産業の振興に邁進してい

ただきたいことからお伺いいたします。 

 質問事項ですが１番、県事業であります農業基盤

整備事業の進捗状況及び地権者の反応について教え

てください。また、この事業に対する市の関わりに

ついてもお伺いをいたします。よろしくお願いいた

します。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。産業部長。 

  〔産業部長 山本信治登壇〕 

○産業部長（山本信治） お答えいたします。 

 本年度より、運動公園東側吉美地区の、過去に農

業構造改善事業によって整備された田を中心に、約

50ヘクタールの測量を行っており、併せて該当する

土地所有者に対し、アンケート調査を実施する予定

です。今後のスケジュールとしましては、令和５年

度までに調査を行い、令和６年度に設計、令和７年

度に工事に着手するという予定でございます。 

 地権者の反応については、耕作組合員に対して事

業説明を行ったほか、湖西用水土地改良区において、

基盤整備を見据えた調査を行う旨通知したところ、

否定的な意見はございませんでした。 

 次に、本事業に対する市の関わりについては、現

在実施中の調査に要する費用のうち、湖西用水負担

分を全額補助していることに加え、当該地区の担い

手との意見交換や耕作組合総会での事業説明等、農

業者や県、湖西用水等と連携をし、積極的に協力し

ているところでございます。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） ありがとうございます。50ヘ

クタールの内容は全て水田にするのか、それと地権

者の負担というのはどの程度あるのか教えてくださ

い。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） まず対象とする地目でご

ざいますが、水田をベースにします。あと、調査に

関する部分の地権者の費用負担につきましては、ゼ

ロという格好で対応していこうとするものでござい

ます。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） ありがとうございます。そう

したことから、非常に基盤整備事業が進捗しますと

大型化するし、大変結構なことだと思いますのでよ

ろしくお願いをいたします。 

 じゃあ２番目。 

○議長（馬場 衛） ２番ですね、どうぞ。 

○７番（土屋和幸） ２番、農業におけるコロナウ

イルス感染症の影響はいかがでしょうか。作物によ

っては価格に対する影響は少ない、逆に言えばコロ

ナウイルス感染症が蔓延することにより、価格が伸

びているものもあるように聞いております。しかし

ながら、燃料代、機材、輸送費、手数料等の値上が

りが農家の経営を直撃しています。この現状をどの

ように捉えているかを教えてください。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） お答えいたします。 

 新型コロナウイルス感染症の影響が拡大して以降、

コデマリや牛肉を中心に一時的に売上げの落ち込み

はございましたが、豚肉を中心に家庭消費が伸びた

ことによる価格の高値安定が続いている農畜産物も

あるなど、本市の農業における影響は比較的少なか

ったものと考えてございます。 
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 一方、議員おっしゃるとおり直近の原油価格の高

騰によりまして、本市の主な農産物である苺等の施

設野菜、コデマリ等の施設花卉への影響が懸念され

ているところでございます。 

 また、養豚業におきましても飼料代が為替や輸送

費の値上がりにより高騰してきており、売上げが高

値安定は継続しているものの、経費の増加が経営を

圧迫していると伺っております。 

 原油価格の高騰は、農業のみならず産業全般や市

民生活にとって大きな問題であり、今後の国や県等

の動向を注視しながら、農業者をはじめ関係者に対

し、必要な対応を取ってまいります。以上でござい

ます。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） 今おっしゃったように、燃料

代その他の値上がりが経営を直撃しているというこ

とだったですけども、そういったことに対して湖西

市はどういうふうに考えているかを教えてください、

国や県はこっちへ置いておいて。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 具体的な事例のほうが見

えてこない面もありますので、そこら辺につきまし

ては情報収集のほうを努めまして、何が対応できる

のかというところについて農業協同組合、湖西用水、

いろいろな関係機関に対しまして対策のほうを併せ

て練っていくということで考えております。以上で

ございます。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） そうした農家の現状を知るた

めに、情報収集はどのようにされているか教えてく

ださい。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） まず直近の一番近い団体

でございますＪＡさん等とお話をさせていただくほ

か、経営指導等、御尽力いただいております西部農

林事務所等の中で、情報を共有していきたいと考え

ております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） とぴあ浜松農協とお話をされ

て、西部農林事務所ともお話をされるということな

んですけども、直接の農家との話合いも進めていた

だいて、全ての農家というわけではないんですけど

も、そういった農家の生の声を、ＪＡも西部農林事

務所も全ての農家から情報を集めているわけじゃな

いので、農家の生の声を聞いてそういった行政のや

ることに反映させていただきたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 議員おっしゃるとおり、

根底には生産されてます農業者の方の御意見のほう

をお伺いした上で、いろんな関係団体と協議のほう

を進めていきたいと考えております。以上でござい

ます。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） ありがとうございます。 

 農業の３番目ですけども、農業の規模拡大につい

てをお伺いします。 

 九州地区とかお隣の愛知県では非常に高い補助金

があることから、農業が非常に拡大しやすいようで

すが、県の動きを見ているのではなく湖西市として

はどうしていきたいかをお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） お答えいたします。 

 規模拡大を目指します認定農業者に対する支援と

して、「産地生産基盤パワーアップ事業」や「強い

農業・担い手づくり総合支援事業」等の国の補助制

度を紹介し、申請のサポート等を行っております。 

 また、国・県の補助制度の周知を行うとともに、

現在行っています「償還金利子補給制度」を継続し、

制度融資を活用した規模拡大を推進してまいります。

あわせて、県の補助制度の情報収集を行い、本市の

農業者の規模拡大のために活用できるような補助制

度があれば、積極的に県と連携し、施行できるよう

働きかけてまいりたいと思います。 

 なお、補助金だけではなく、現在、白須賀地区を

中心に行っておりますが、中間管理機構等を介しま

した事業を活用し、農地の集積・集約等を図ってま

いりたいと考えております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） 今おっしゃったことは、農家
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にそういった制度があるという周知はどのようにさ

れているか教えてください。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 市の窓口のところで御案

内をするほか、ＪＡさんとの事業の紹介、また青年

農業者の方々の会合等の中で、こういう事業のほう

の御紹介をさせていただいております。以上でござ

います。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） そうしますと、そういった会

合の折に説明をしてやっているというふうに理解を

してよろしいですよね。そうしますと、認定農業者

の一部の人は分かるかもしれないですが、そうでな

い人の理解を深めるということは、耕作放棄地が非

常に増えている現状の中で、そういった大規模農家

だけを対象にしていくのではなかなか減りにくいな

っていうふうに感じるわけなんですが、ここの質問

にも書きましたですけども九州とか愛知県のほうは

非常に参入しやすい、私が話をした農家の方は、九

州並みにやってくれればすぐにでも転職しますよと

いう人がいたですけども、そういう地域のとこと湖

西市といいますか静岡県といいますか、どのくらい

制度の内容が違うものか教えてください。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 議員の紹介の中で、九州

地区、愛知県という言葉がございましたものですか

らこちらのほうで調べさせていただいた中では、豪

雨等による災害被害、被災農業者に対しまして福岡

県や熊本市で８割補助という形のものがございます。

８割補助で再建修繕をしていただくというていのも

のでございます。そういうようなことの事業実施、

あと愛知県のほうにつきましては２分の１補助とい

う類いの事業設定のものがございました。以上でご

ざいます。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） 九州は災害ということで、愛

知県は静岡県と違って裕福な県なので、そういった

補助があるというふうに理解してよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 裕福であるかどうかとい

うところで言われても、こちらのほうはお答えしづ

らいとこがございますので、静岡県においても同様

の事業程度がございますので、その辺、愛知県とは

差がないんではないかと考えております。以上でご

ざいます。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） それじゃ静岡県と愛知県はほ

とんど差がないという部長さんのお考えを、私のほ

うは承知しておればよろしいということでいいです

ね。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 一応調べさせていただい

た結果としましては、静岡県、愛知県の差は基本的

にはございませんでしたので、そのような認識で結

構だと思います。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） 了解です。 

○議長（馬場 衛） ここで、１時間経過しました

ので、質問の途中ですけど休憩を取りたいと思いま

す。土屋和幸君、よろしいでしょうか。 

○７番（土屋和幸） はい。 

○議長（馬場 衛） それでは、暫時休憩といたし

ます。再開を11時20分とさせていただきます。 

午前11時07分 休憩 

───────────────── 

午前11時20分 再開 

○議長（馬場 衛） 休憩を解いて会議を再開しま

す。 

 ７番 土屋和幸君の一般質問を続けます。４番目

の質問からどうぞ。土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） ４番目の、浜名湖の水産業は

本当に危機的な状況にありますけども、それはアサ

リをはじめとする水揚げの落ち込みが激しいもので

すから、市として県・国とタイアップしてかつての

にぎわいを復活していこうという手だてを何か考え

ていますか。と申しますのも、実は私、環浜名湖の

自民党連盟というところに入っておりまして、私と

同僚議員の２人で浜名湖の水産業の担当になってお

りますので、漁協の組合長さんとか職員とか、アサ

リの人たちとも話し合う機会が多いものですから多
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少の知識はあるつもりですが、そういったことを踏

まえて御回答をお願いいたします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） お答えいたします。 

 まず、環浜名湖振興議員連盟におかれましては、

静岡県等へのアサリ等資源回復への働きかけの御尽

力に関しまして、お礼のほうを申し上げさせていた

だきたいと思います。 

 さて、浜名漁協鷲津及び新居支所における水揚げ

高は、平成28年度は12億3,400万円でしたが、令和

２年度は７億2,300万円まで落ち込んでおります。

アサリをはじめクルマエビなど、浜名湖の水産物の

代名詞だった魚種も年々減少しており、特にアサリ

は浜名湖全体で平成21年度約6,000トンの漁獲量か

ら減少し、令和２年度は707トンとなり、令和３年

度はさらに減少することが予想されております。 

 本市としましては、静岡県や浜松市、浜名漁協等

の関係者と連携し、浜名湖地区水産振興協議会や浜

名湖水産資源再生委員会にて、水産資源の回復のた

めクルマエビの中間育成、放流事業やウナギの放流

事業等を実施してまいります。 

 なお、静岡県では産卵制御技術の開発等の資源増

殖方法や竹柵等の設置による漁場の改善の資源管理

方法の研究が進められているところであり、今後も

水産資源回復のため、関係機関と連携し、強化して

まいりたいと思います。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） アサリが取れなくなったり浜

名湖の漁業の水揚げが減少していったのは、今年急

にということではないはずです。そういったものが

事前に分かりながら、そのまま放置されていた、実

際には漁協の人たちの責任なのかもしれないですけ

ども、行政として何か手だてはなかったか、そうい

う話も初めて聞くのか、その辺だけ教えてください。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） この先の答弁の中にも含

む話になりますけれども、資源の回復云々というよ

うな類いのところから栽培漁業としまして稚魚の放

流等の事前の努力のほうはさせていただいてきまし

た。今後も、今年におきましても同じような格好で

放流等を行わせていただいております。以上でござ

います。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） そういった手だてを今までも

やってきたのかもしれないですけども、それが成果

として現れていない要因としては何かあるんですか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 浜名湖の海の中というこ

とにはなってしまうもんですから、様々な要因があ

って成果のほうが見えにくい状況になってるかと思

います。プランクトンですとか赤潮ですとかいろい

ろな要件、またクロダイなどの食害の影響があった

りとかというような様々な要因が複合化しているこ

とによりまして、成果のほうが見えづらくなってい

るというふうに理解をしております。以上でござい

ます。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） 今部長のほうで成果が見えづ

らいというよりもないのと一緒なの、というのは漁

業から離れていく、職を失う人も結構いるわけです。

そういった方々もいるし、貝を掘るには採貝権とい

う権利が要るんですけども、そういった権利を漁協

に預けて、またかつてのようになったらまた掘って

いこうというそういう方もいるのは確かなんです。

そういったものについて、市は貝が掘れないから仕

方がないよね、また貝が掘れるようになったらまた

頑張ってねっていうスタンスというふうに捉えても

よろしいですか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 取れるものはでき上がる

まで待っててくださいねというよりも、こちらのほ

うからすれば先ほどもお伝えさせていただきました

とおり、県、浜松市、漁協さん等を通じまして何と

か資源のほうの回復ができるような体制のほうを整

えていければと思っております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） ありがとうございます。そう

いった中で、アサリについては漁場の再生というこ

とを口で言えば立派な言葉ですが、じゃあどうやっ

てやるんだ、資源保護って言えば立派だけどもそれ
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じゃどうやるんだという具体策がなかなか思いつか

ないというのも確かだと思うんです。ただ、思いつ

かない中でも何かしら漁業者の皆さんにお声を聞い

て、それで何とかしていこうという市の姿勢みたい

なものが見られないんですけども、そういうことを

実際はやっておみえになる、私が知らないだけでや

っておみえになるということですか、教えてくださ

い。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 先ほどの農業従事者の方

にお声を聞くというようなことと同じことになりま

すけれども、漁業をなりわいとされている方との接

触の度合いは大変申し訳ありません、農業ほどは強

くございませんが、漁師さんとかあと街角の中の御

意見のほうは聞けることはございますので、そちら

のほうの意見を聞いてどのような対策が取れるのか、

考えていければと思っております。以上でございま

す。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） 組合員の方は雄踏とか舞阪も

あるんですけども、2,000人を超える組合員の方が

いて、湖西市の場合は新居、鷲津、入出の方がお見

えになるので、そういう方の代表の方でもいいので、

実際にはどうしたらいいのかね、何かやることある

かねっていうような声がけをしていただきたいと思

います。貝を掘る人らでも湖西市は171人の方がお

見えになるはずなんですけども、そこから離れて、

８月現在だからそんなに離れてないかもしれないけ

ど、袋網の方が33人、たきや漁の方が42人というこ

とで結構な方がいるので、市の職員もそういったと

ころに出かけていって、何かお互いに知恵を出し合

うとか、そういった工夫をしていただきたいなとそ

んなふうに思います。これについては結構ですので。 

 それでは５番目ですけども。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○７番（土屋和幸） ガザミとかエビ放流の成果は

どのように認識をされているのか、お尋ねします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 本市の栽培漁業振興事業

に活用し、ノコギリガザミの放流を行っているほか、

浜名湖地区水産振興協議会において、クルマエビの

中間育成、放流を行うなど、関係機関がそれぞれの

立場で水産資源の回復のための尽力をしております。 

 浜名湖内での中間育成は、水温や天候等による稚

エビの成育不良等により、漁獲量が大幅に増加する

等の成果までは至っておりませんが、少なからず生

存が確認できるサイズまで成長しているエビもござ

いまして、各放流事業等を継続することで知見を積

み重ねていくことが重要であると考えております。 

 引き続き、関係者との連携を密にしまして、浜名

湖内の水産資源の回復に尽力していきたいと考えて

おります。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） ありがとうございます。それ

で、関係者というのはどこのことを言うか分かりま

せんけども、実際に漁師さんたちの反応なんかも分

かっておれば教えてください。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 先ほども言いましたよう

に、漁獲量の増加は見込めてはおりませんが、何と

か漁獲が取れる程度のものについては、魚等に関し

ましては全くないという状況ではございません、た

だいかんせん、おおむね１％程度の稚魚が成育をさ

れていくだろうという見込みでおりますので、そこ

ら辺につきましては今後、期待をさせていただけれ

ばというふうに思っております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） １％というと本当に微々たる

もんだなというように思うわけですけども、そうい

うふうな中でこの５番はこれで終わります。 

○議長（馬場 衛） ６番ですね、最後の。 

○７番（土屋和幸） その６番に関連するんですけ

ども、これは漁協そのものも一生懸命やらなきゃい

けない話だし、市も一生懸命やらなきゃいけない話

なんですけど、これで漁協の経営で赤字決算が予想

されますが、こういうことについて市では何か対応

するのかしないのか、それは漁協のことだから自分

らで何とかしてよという話になるのか、その辺を教

えてください。 

○議長（馬場 衛） ６番目の質問ということでい
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いですね。 

○７番（土屋和幸） はい。それからごめん、組合

員の減少をどのように市は考えているかを教えてく

ださい。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） アサリの著しい不漁をは

じめとしました浜名湖内の水産資源の減少により、

出漁せず正組合員から準組合員となった漁業者や、

脱退し、他の業種に就労した漁業者が令和元年度か

ら増えております。アサリが豊漁だった平成21年度

末には、907人いました浜名漁協組合員が令和２年

末には702人まで減少しております。 

 中でも、特に若い漁業者の脱退が多くなっており、

浜名湖における漁業の衰退が懸念されていることか

ら、一日でも早い水産資源の回復による収入の確保

が急務であると認識しております。 

 あわせて、お問合せがありました漁協の経営のこ

とに関しましては、内容の実態を見まして相談させ

ていただければというふうに思います。漁協への補

助金という形のものは今はございません。また、施

設の整備のところで協力することができる分であれ

ば、市のほうからも補助していきたいと考えており

ますので、協力できることで何があるのかというこ

とを確認させていただければと思っております。以

上でございます。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） ありがとうございます。赤字

については補填する仕組みなっていないということ

で、施設整備については前向きにやっていこうとい

う理解でよろしいですよね。 

 それと、900人から700人になったというのは、高

齢で離れていく方もあるかと思いますけども、非常

に多くの人数の人たちが漁業を諦めていくというの

は非常に残念な事態だと思います。そういった意味

では、実際に漁師さんらにとってここまでは何とか

なるというようなところまでの放流とかそういった

ものも、たしか放流と言っても湖西市が出している

のは金額でいうと40万円ぐらいかな、どうですかそ

れは。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 議員おっしゃるとおりで

ございます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） 40万円が多いか少ないかとい

う議論はあるかもしれませんが、それだけで浜名湖

に関わる漁師さんたちが何とかやっていけるって、

ここの危機的な状況を何とか脱しないと、浜名湖か

らは漁師さんがいなくなってしまう。シラス船は何

とかなっていくのかもしれないんですけども、シラ

ス船は湖西市ではそんなにいないと思うので、新居

にいますけども、そうするとほとんどの貝を掘ると

かそういった方の生活の糧をなくす。といいますの

も、よくこの産業はどうのこうの、あの産業はどう

だっていう中で、部長さんが話をされたときに一次

産業の話は一個も出なかったですもんね。そういう

のも考えると、湖西市はそういう一次産業について

こっちへ置いているのかなという感じを受けるんで

すけども、それは湖西市の方針であれば私のほうが

ああだこうだ言う問題でもないかもしれませんが、

そういった漁協を何とか、アサリを何とかしていく

努力も頑張っていただくということで、ひとつよろ

しくお願いします。 

 以上でいいです。終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、７番 土屋和幸君の

一般質問を終わります。 

 次に、11番 吉田建二君の発言を許します。 

  〔11番 吉田建二登壇〕 

○11番（吉田建二） 11番 吉田建二です。一般質

問をいたします。 

 １つ目は、市制50周年記念事業の充実に向けてで

あります。 

 湖西市は、令和４年の元旦に市制施行50周年を迎

えます。令和４年は、１年間を通して市制施行50周

年記念事業が展開されることから、意義深い年にな

るものと思います。 

 市が10月に報道機関へ発表した資料によりますと、

これまで市の発展に尽くされた先人たちの功績をた

たえ感謝するとともに、市の魅力と知名度を高め、

湖西市で働き、住んでいただく人を増やし、さらな

る発展に寄与することを目指して記念事業を計画さ
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れたということです。 

 そこで、計画された多くの事業がその目的を達成

し、成果につながるように期待するとともに、事業

の一部についてその内容を確認しておきたく質問さ

せていただきます。 

 質問の目的は、50周年記念事業の充実につなげて

いきたいというものです。 

 最初の質問です。記念事業を進めていく核となる

事業推進本部はいつ頃組織され、いつ頃から計画作

成に取組を始められたんでしょうか。また、今後そ

れぞれの記念事業が実施されていきますが、その進

捗の管理はどのように展開されようとしているのか

お伺いをいたします。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。企画部長。 

  〔企画部長 小林勝美登壇〕 

○企画部長（小林勝美） お答えいたします。 

 市では、令和２年５月に発足した庁内プロジェク

トチームを皮切りに、市制50周年記念事業につきま

して検討を進めてまいりました。 

 そして、庁内から提案のあった事業について実施

計画の策定に着手すべく、本年４月に市制施行50周

年記念事業推進本部を立ち上げました。 

 事業推進本部では、市制施行50周年記念事業の実

施計画策定について検討を行い、これまで３回会議

を開催いたしました。 

 記念事業の検討に当たっては、市民へのアイデア

募集や中学校、新居・湖西の両高等学校、新居・湖

西の両商工会やＫＳＬ、ＪＣなどといった各種団体

との意見交換や庁内の関係各課と連携し、事業の企

画・調整を進めてまいりました。 

 その後、本年10月の本部会議におきまして記念事

業やＰＲ事業など実施計画を決定し、公表したとこ

ろでございます。 

 今後は、各事業の本格実施に向けて内容を充実さ

せ、未来へ継続していけるものになるよう準備を進

めるとともに、事業推進本部におきましては進捗管

理を主に実施していく予定となっております。以上

でございます。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 大分効率のいい展開だなと、

３回開催してもう10月にまとめられたということで

すので、一回一回の会議が非常に充実しておったの

かなというように受け止めました。 

 今後、事業が展開していくことになっていくんで

すけど、それについては今のところ１か月に１回と

かあるいは２か月に１回とかいろいろあるわけです

けど、そこら辺のめどというのは大体どのくらいに

捉えておられるでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） この推進本部につきまし

ては、市長を本部長、副市長を副本部長として各部

長で合わせた15名で構成しておるものでございます。 

 こちらでは中身を議論というよりは、それぞれ中

心となって動いておりますのが企画政策課になりま

すので、企画政策課が全体を仕分して、特別事業等

については企画政策課から、そのほかの事業につき

ましてはそれぞれの所管する課が中心となって動い

ておりますので、その結果をこの本部会議では報告

をして、しっかり動いているかどうかを確認しても

らうということになりますので、こちらのほうは回

数を決めているわけじゃございませんが、進捗状況

を報告しながら進めていきたいというふうに思って

おります。以上です。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 了解しました。企画政策課が

中心になっていくということで理解いたしました。 

 次に、２番目の質疑をお願いします。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○11番（吉田建二） 庁内プロジェクトチームはい

つ頃組織され、どのように活動されようとしていま

すか、お尋ねをいたします。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） 先ほども答弁でお答えを

いたしましたが、庁内プロジェクトチームにつきま

しては39歳以下の市の若手職員10名で組織し、市制

50周年記念事業の企画・提案をしてもらうというこ

とを目的に、令和２年５月に発足いたしました。 

 プロジェクトチームからは、様々な分野から計35

の事業が提案されまして、それらを基に具体化です
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とか検討を重ねた結果、今回の特別事業の中にも盛

り込んでございます。 

 今後も各事業の実施に向けて、より詳細な事業計

画を作成する中で、意見やアイデアをいただくなど

引き続き協力をいただく予定でございます。以上で

す。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 特に準備のほうに傾注されて

きたということで、理解いたします。 

 じゃあ、３点目をお願いします。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○11番（吉田建二） 市の発展を支えてきた先人へ

の顕彰と感謝を表すためには、どのような記念事業

を計画しておるでしょうか、それについてお伺いい

たします。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） 記念事業といたしまして

は、記念式典や今昔写真展、記念パンフレットの作

成を予定してございます。 

 記念式典におきましては、市制50周年特別表彰を

実施し、これまで湖西市のために活動されてきた各

分野の方への表彰を行いたいと考えております。 

 また、今昔写真展では、写真を通じ先人のこれま

での努力が今の湖西市につながっているということ

を再認識し、おのおのが先人への感謝を胸に刻む機

会、そんなものにしたいと考えております。 

 そして、記念パンフレットの作成におきましては、

郷土の偉人を紹介する特集記事を計画しており、広

く功績を紹介してまいりたいというふうに考えてお

ります。以上です。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 特別表彰を行っていくという

ことですけど、表彰は毎年行っているですけども、

特に50年ということからの特色というのはどんなと

ころを考えておられるでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えいたします。 

 まだ詳細は決まっていないわけなんですが、現時

点の予定ではございますが、例えばですが通常の表

彰規程では少し年数が足りない方ですとか、本来、

続けていれば表彰対象になるんだけど、途中でお役

を辞められた方、そんな方も対象に考えたいと思っ

ています。また、ふだんからいろんなところでボラ

ンティア活動を通じて市に貢献していただける隠れ

た方なんかを見つけ出して、今回のこの機会に感謝

の意を込めた表彰をというふうにしていきたいと考

えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 特別表彰ということですので、

こういうことでその方の功績が顕彰されたんだなと

いうようなことで、非常に効果、市民の皆さんに成

果がしっかりと伝わるような工夫をされるようなこ

とを期待していきたいなと思います。 

 それでは、もう一つの記念事業の目標の一つであ

る市の魅力と知名度を高めるためには、どのような

ことを心がけておるでしょうか。言い換えれば、知

名度を高めるためにどんなことに重点を置いて取り

組んでいるのか、そこら辺についてお尋ねいたしま

す。 

○議長（馬場 衛） ４番目の質問で。 

○11番（吉田建二） ４番目の質問です。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） 主に心がけていることは、

事業の継続性でございます。市の魅力と知名度とは、

そのまちのイメージだというふうに考えております。 

 新たな名物をつくり、将来、地域ブランドなどへ

の発展も期待される「こさいご当地グルメプロジェ

クト」ですとかモノづくり産業の発展、将来の人材

育成につなげる「『佐吉の郷』スタートアップ支援

事業」、「青少年の科学体験への豊橋技術科学大学

の参加」など、将来「湖西市にはこれがある」と言

っていただけるような記念事業となるよう心がけて

おります。一過性のイベントにはせず、この市制50

周年を契機として次の50年、100年先の未来へ向け、

継続・持続可能な発展を目指して、皆さんで盛り上

げていきたいというふうに考えております。以上で

ございます。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 事業の継続性ということで、

今幾つか挙げていただきました。 
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 次の質問にかかってくるわけですけど、今の答弁

の中であったですけども、「佐吉の郷」スタートア

ップというそんな事業もあるということですけども、

新しい事業で湖西市の特色づくりというようなこと

もおっしゃった、言うことは非常に簡単に言えるわ

けですけど、それを実際事業に定着させていくとい

うのは非常に工夫が必要じゃないかなと思うわけで

すけども、その点で、次の５番の質問をお願いいた

します。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○11番（吉田建二） 今回、広報こさいの12月号を

見て、市長のコメント欄に記念事業として「佐吉の

郷」スタートアップ支援事業というのがありました。

初めてこの事業を聞くなというようなことで思った

わけですけども、この事業はどんな内容であるのか、

その概要についてお尋ねをいたします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） お答えいたします。 

 いわゆるスタートアップを含め、市内における創

業や新規事業の立ち上げ等を促していくことは、市

内経済の新陳代謝向上にもつながることから、非常

に重要な施策であると考えております。 

 そこで、来年の市制50周年に合わせまして、創業

等を支援するための事業を充実させるよう、現在検

討しております。 

 具体的には、創業の支援に当たって３つの柱で事

業を組み立てようと考えております。 

 １つ目としまして創業、起業の入り口としてセミ

ナーや講座等による教育的支援を行うとともに、商

工会とも連携をしながら、個別相談による伴走型の

支援を行っていきたいと考えております。 

 ２つ目として、実際の創業や新規事業開始に当た

ってのハードルを引き下げるべく、例えば本年度新

たに開始しました空き店舗等利活用補助金を拡充す

ることや、新たにクラウドファンディングを活用し

まして、資金調達を行う際の支援を行っていきたい

と考えております。 

 ３つ目として、積極的にチャレンジを受容するた

めのフィールドとして、公共スペース等の貸出しな

どの環境整備にも取り組んでいきたいと考えており

ます。 

 具体的な支援策の内容につきましては、今後50周

年事業の中でお示ししていきたいと思っております

が、以上、申し上げました内容をまとめて「佐吉の

郷」スタートアップ支援事業として今後継続的に取

り組んでまいりたいと考えております。以上でござ

います。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 事業を行いたいという人に対

してそれを支援していくと、新しく事業を起こす、

創業を応援するという事業ということで理解をいた

しました。 

 事業の名称は、そうすれば創業応援ではなく佐吉

の郷とした意図、理由はどのようなことでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） モノづくりのための関係

から、事業者のための支援というような趣旨を含め

まして、郷土の豊田佐吉さんの思いを含めまして、

佐吉の郷という形のもの、名前のほうを一緒につけ

させていただいた形でスタートアップの支援をして

いきたいと。佐吉さんの功績にあやかっていきたい

というところの部分を含めまして、そんなイメージ

で対応させていただきたいと思っております。以上

でございます。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 佐吉の発明を目指す、その情

熱の心をこちらのほうに引用するというか、反映し

てそういうふうに命名したということで理解いたし

ます。 

 じゃあ、次の６番目をお願いいたします。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○11番（吉田建二） 50周年という節目の記念に残

ることを意図して計画されたと思われる事業が多く

ありますけども、その中から幾つかの事業について、

その概要について伺いたいなと思います。 

 ４点ほどありますけれども、最初に記念パンフレ

ットの発行はどのような内容のものを予定されてい

ますか、その概要をお尋ねいたします。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えします。 
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 １つずつお答えするということでよろしいでしょ

うか。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） はい。 

○企画部長（小林勝美） 記念パンフレットについ

てでございます。 

 記念パンフレットの発行につきましては、これま

での湖西市の発展を振り返る年表ですとか湖西市の

偉人の紹介、それから将来に向けた特集記事を計画

しておりまして、５月14日予定しております記念式

典に合わせて発行を予定しております。以上でござ

います。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） そうすると、湖西市の現状の

紹介ということと、あとは特色といえば年表がある

ということで、50年とかその前からの湖西市の流れ

というものが分かると、そうすると年表が入ってい

るというのが特色というように理解してよろしいで

すか、あとは市の紹介ということで、そこら辺はい

かがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） そのとおりでございまし

て、年表に加えまして、たくさんは入れられないか

もしれないんですが、当然そのときの写真ですとか

そういったものも入れてまいります。以上でござい

ます。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） どのくらいのページ数とか、

いろいろなものも関係すると思うんですけども、や

はり50年を記念にということであれば、できるだけ

なるほどと思わせるものを掲載していただきたいな

ということを期待したいと思います。 

 次に、新キャラクターの誕生ということで、どの

ようなものを予定されているのか、また新しいキャ

ラクターはどのように活用していこうとされている

のか、その点についてお尋ねいたします。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） 新キャラクターの誕生に

ついてでございますが、本市のマスコットキャラク

ター「コーちゃん」に加えまして、今後はＤＸ推進

も進めてるということでもございまして、デジタル

コンテンツで使えるような新しいキャラクターとい

うのを募集していきたいと思います。 

 最初にもお話をしましたが、継続的になる事業、

１回のお祭りで終わらせるというよりも継続的に、

50年をきっかけにというようなことも考えておりま

すので、今後はそのデジタルの中で例えばそのキャ

ラクターが湖西市の紹介をするだとか、そんなイメ

ージでできていくといいなというふうに考えており

ます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） ＤＸに対応していく新しいタ

イプのあれだということで理解いたします。 

 次に、タイムカプセルの開封ということですが、

どのように予定されておりますか、また今後新たに

20年後、30年後に向けたタイムカプセルの埋設なん

かも考えておられるのですか、この辺についてお尋

ねいたします。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） タイムカプセルの開封に

ついてでございます。 

 これは、市制20周年の際に市役所の前に埋められ

たタイムカプセルがございます。こちらを、30年の

ものを50年で開封するという予定になっておりまし

たので、年度を明けましたらできるだけ早い時期に

一度開封をしたいというふうに考えております。 

 内容物につきましては、例えば５月14日の記念式

典の際ですとか、違う場所でも展示をしたいという

ふうに考えております。 

 中には、人口当てクイズみたいなものもあったり、

その当時、30年後の自分であったり身の回りの方に

送る手紙というものが入っております。それが

3,000通以上入っているもんですから、その辺を整

理して、3,000通あるものが当時郵便番号も５桁だ

ったのが今は７桁になっていたり、住所表示ですと

か区画整理によって住所が変わっているということ

があるので、その辺の整理をどれだけできるかとい

うことはありますが、できるだけそこらを整理して、

20年の埋設のときに入れてくれた方に返していきた

いと、そんなことを考えております。以上です。 
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○議長（馬場 衛） 吉田建二君、この項まで行き

たいと思いますのでよろしくお願いします。 

○11番（吉田建二） 20周年のときのタイムカプセ

ルということでその内容を活用すると、じゃあ今度

新たに20年後、30年後に向けたタイムカプセルの埋

設というのは今計画の中にイメージされているのか、

それは全く今のところ考えておられないのか、その

点についてはいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） 先ほどお答えしなくて申

し訳ございません。 

 実は、市民の皆さんですとか庁内の職員からのア

イデア募集の際にはそういった考えもあったわけな

んですが、今回のように郵便番号が変わって発送が

できないとかいろんなことがあるもんですから、今

回は予定をしてございません。以上です。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 了解いたしました。 

 じゃあ次のあれになりますので。 

○議長（馬場 衛） 「こさいの日」の宣言まで。 

○11番（吉田建二） 「こさいの日」の宣言につい

て、ちょっとこれは長くなりそうですけどもいいで

すか。「こさいの日」の宣言については、どのよう

に予定されておりますか、これについてお尋ねいた

します。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） 「こさいの日」の宣言に

つきましては、５月31日を語呂合わせで「こさいの

日」とし、５月14日開催予定の市制施行50周年記念

式典において宣言をしたいというふうに考えており

ます。そして令和５年度からは、例年10月に実施し

ております市の表彰式を５月31日に変更して、その

日を湖西市の魅力や資源を積極的に活用し、発信す

る日となるように検討しております。 

 この「こさいの日」の詳細、その日に何をやるか

まではまだ詰めてる段階ではあります。そのほか、

今回４つほど御質問いただいているんですが、その

ほかまだ相手方の都合の関係もありまして、公表が

できないプロジェクトやイベントもございますので、

こちらの事業につきましても内容が決定次第、広報

等で御案内をしてまいりたいというふうに考えてお

ります。以上です。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 何々の日とか何々記念日とい

う場合には何か大きな行事などがあり、それを受け

て何々の日と決めていくことが一般的だと思います。

例えば、東京オリンピックの開会式があった10月10

日は体育の日で後にスポーツの日になりましたが、

また憲法の施行日が憲法記念日となっております。

その他、身近なところでは会社や事業所などが発足

した創業記念日だとか設立記念日、また家庭におい

ても卒業記念日や結婚記念日など、何かの出来事が

あってその日を記念日にすることが一般的であると

言えます。 

 このような視点から見たときに、「こさいの日」

が語呂合わせだけではなぜか私は寂しい感じがいた

します。 

 そこで、なるほどと感じるような記念になるよう

な催物を考えてみたらどうだろうかと思いますけど

も、その点についてはいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） 議員おっしゃるとおり、

こちらでも市制50周年の記念式典をこの５月31日に

やれるといいなということで検討もしているわけで

ございますが、５月31日が来年については平日にな

ります。ということで、記念式典には子供たちや多

くの市民の人にも、コロナ禍でどうなるかというの

はあるんですが、できるだけ多くの方たちとともに

お祝いしたいということで、土曜日、日曜日どちら

かでということで５月14日に変更させていただきま

した。 

 おっしゃるとおり、５月31日記念の日だというこ

とでやれると一番いいんですが、今回、５月14日の

直後ということもあるので、大きなイベントはでき

ないかもしれないんですが、５月31日も何かしらや

れるように今考えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 市民からアイデアを募集して、

「こさいの日」を設置していきたいだと、それにつ

いてみんなの知恵も欲しいんだよというようなこと
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で呼びかけていくことがあれば、それも一つ盛り上

がりにつながっていくのかなとも考えられるし、い

ずれにしてもせっかくそのような日を設けてこれか

らそれを継続していきたいということであるならば、

スタートが僕は大事だと思います。そういう点で、

50周年のときにこうやってできたんだねってそうい

うことが言えるような取組というものが非常に大事

じゃないかなと思います。 

 時間もあれですので、これのところはこれで質問

を終わります。 

○議長（馬場 衛） 質問の途中ですが、ここでお

昼の休憩を取りたいと思います。よろしいでしょう

か。 

  〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 暫時休憩といたします。再開

は午後１時といたします。 

午後０時05分 休憩 

───────────────── 

午後１時00分 再開 

○議長（馬場 衛） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 吉田議員の一般質問の続きに先立ちまして、本日

の議事日程について議会事務局長から訂正の報告が

あります。議会事務局長。 

  〔議会事務局長 松本和彦登壇〕 

○議会事務局長（松本和彦） 御報告いたします。

本日お配りさせていただきました議事日程の中で、

一部、表記に誤りがございましたので訂正をお願い

いたすものでございます。 

 訂正箇所は、質問順序において、土屋議員の議員

番号の表記につきまして、５番を７番に訂正するも

のでございます。誠に申し訳ございませんでした。

よろしくお願いいたします。 

○議長（馬場 衛） 報告は終わりました。 

 吉田議員の一般質問を続けます。主題１の７番目

の質問からお願いいたします。吉田建二君。 

○11番（吉田建二） ７番目の質問をいたします。 

 市民の声を積極的に取り入れるために、行政と市

民の代表とが丁寧に協議する市民協働による事業を

企画してみたらと考えるが、いかがでしょうかとお

尋ねいたしますけども、なぜこの質問をするのかと

いうその背景について少しお話をさせていただきま

す。 

 50周年事業の中に、20周年記念事業によるタイム

カプセルの開封があり、この事業名を目にしたとき、

30年前の市制20周年記念事業の幾つかがぱっと思い

出されてまいりました。このとき懐かしいなと思う

と同時に、私自身も20周年事業の企画には関わって

いたこともあって、記念事業の企画に当たっては商

工会をはじめ市内の各種団体や多くの事業所、サー

クルなど幅広い分野の方々に参加してもらった市民

協働による事業計画であったということも思い出さ

れました。 

 今後のことを考え、何かを検討するときにスター

トしたときの理念や目的など原点を再認識して、こ

れまで歩んできた実績を振り返ってみることが大事

であると言われております。 

 そこで、少しは参考になるかもしれないと思い、

参考情報として20周年事業の立案状況を少し紹介さ

せていただきます。 

 記念事業は市民と行政とによる企画委員会が前年

度の当初に設置され、約１年かけて企画されました。

このときの関係者の意識は、20周年で人間なら成年

立志の年であり、湖西市も将来に向けて前向きに取

り組まれていこうと、積極的なムードがあったよう

に記憶しております。自分が記憶していることを思

い出しながら何点か紹介させていただきます。 

 まずコーちゃんマークですけども、市民に親しみ

愛されるキャラクターとして公募を行い選定されま

した。その後、市民に親しみを持たれながら現在に

至っております。また、このとき花火大会が計画・

実施されました。市内の事業所をはじめ、商店や団

体、また個人など広い範囲からの寄附金により開催

され、湖西市にとっては今までになかった大規模な

花火大会でした。花火の打ち上げ会場は、地理的に

湖西市の中心的位置での開催ということの視点から、

湖西運動公園が選定されました。 

 おいでん祭です。市民と行政とで相談、協議して

立ち上げたイベントであります。今までの盆踊りは

踊って楽しむ人、見て楽しむ人がいたが、大勢の人
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が踊って楽しむ参加者総踊りの盆踊りを目指すこと

になり、キャッチフレーズは「みんな寄っておいで

ん、踊りにおいでん」ということからおいでん祭と

いう名称になりました。その後、踊りの会場や実施

の方法について検討するとき、先進事例として愛知

県の豊田市の市民総踊りを参考にしました。まちの

市民踊りのビデオ等をお借りし、役員とか関係者み

んなでそれを見ながら参考にしました。まちの繁華

街の大通りを通行止めにして実施していることから、

湖西市でも参考にして、鷲津駅前の交差点から鷲津

小学校入り口交差点のみのわ通り、小学校入り口交

差点から鷲津中学校の校門前、郵便局の前を通り谷

上線との交差点で左折して鷲津駅前の交差点までの

トライアングルの通りを会場にして踊りました。途

中の休憩には花火を打ち上げ、後半は踊りながら鷲

津中学校のグラウンドに集結し、それこそ三重、四

重、五重の輪になって総踊りをしてにぎわい盛り上

がりました。 

 ４年目には、出店などの場所を確保するために会

場を運動公園に移し、市民総踊り、出店の楽しみ、

それから休憩時の花火の打ち上げやアトラクション

などでにぎわいました。 

 その後、しばらくの年数が経過してからひまわり

広場の完成などもあり、会場を鷲津駅前に移して現

在に至っております。 

 それから、市制20周年記念映画、発明に生涯をさ

さげた人、豊田佐吉の制作。あわせて、この映画を

テレビ放送するということで記念番組を放送し、内

容は記念映画をテレビ放送いたしました。 

 記念映画は株式会社静岡第一テレビから湖西市に

提案があり、検討して制作することが決定されまし

た。映画の内容は、佐吉さんの誕生から成功するま

での生涯にわたって活躍された様子を紹介しており

ます。途中、佐吉翁に関わりがあった方々のインタ

ビューや、佐吉翁が残された言葉を教訓として活動

している鷲津小学校や、発明クラブの様子が紹介さ

れております。また、制作には大勢の市民の方が協

力をされております。記念番組の放送は、市内の複

数の事業所がコマーシャルフィルムを制作してスポ

ンサーになって放送してくれました。 

 なお、放送日については記憶が定かではありませ

んが、平成４年１月４日頃と７日頃の２日間で、し

かも午前と午後、夜と１日３回ぐらいの複数回にわ

たって放送してくれたと記憶しております。 

 それから記念図書の発行、郷土の発展に尽くされ

た先人の遺徳をしのび、これを検証し、感謝を込め

て編集し、湖西を引き継いだ人々と題した本を発刊

し、市内の全世帯に配布いたしました。本の内容は、

郷土の発展に尽力された方々の中から98名の方の功

績が掲載されております。 

 以上が思い出された主な資料ですけども、市民と

行政との協働による記念事業の企画に取り組んでい

ただきたいと思いますけどもいかがでしょうか、お

尋ねをいたします。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） 議員御指摘のとおり、本

事業の実施に当たりましては市民の声を積極的に取

り入れることは必要であり、重要だというふうに考

えております。 

 市では、これまで市民の皆様からアイデアの募集

ですとか、湖西、新居の両商工会、ＫＳＬやＪＣと

いった各種団体との意見交換を行ってまいりました。 

 これらの結果から、市民のアイデアから実施を決

定した事業が生まれ、実施計画の中にも盛り込んで

おります。 

 個々のイベントにつきましては、現在、各種団体

と、担当課と各種団体であったり企画政策課のほう

とであったり、打合せ等、協議は続けております。

また一つ、「こさいご当地グルメプロジェクト」と

いうのを計画しておりますが、これについてはいろ

んな方に入っていただいて実行委員会方式で実施を

予定しております。 

 今後も50周年を皆様で盛り上げるべく、企業や各

団体が行うイベントでの冠称の使用ですとか、市民

の皆様からの実施事業への御意見を取り入れること

を通じまして、一緒になって事業をつくり上げてい

きたいというふうに考えております。以上でござい

ます。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 繰り返し申し上げますけども、



１１６ 

市民と行政との協働による記念事業の展開が非常に

大事だと思います。 

 記念事業が円滑に実施されて、大きな成果につな

がることを期待して、この質問を終わらせていただ

きます。 

○議長（馬場 衛） 主題２に、どうぞ。 

○11番（吉田建二） 主題の２のほうにお願いいた

します。 

 次に、文化財保護の推進に向けて質問いたします。 

 湖西市内には数多くの文化財があります。長い歴

史を持つ構造物や古文書などのほか、学術上価値の

高い歴史資料などの有形文化財や、信仰による年中

行事や民俗芸能などの民俗文化財、また旧宅や遺跡

などの記念物があります。これらの文化遺産を育み、

現代につないできた先人に対して、私たちは感謝す

るとともに、これを守り、しっかりと将来に受け継

いでいくことが重要であると言えます。 

 そこで、現状を改めて認識し、文化財保護の意識

を高め、次世代への着実な継承を促していきたい。

そのために、文化財保護の推進を目指して質問いた

します。 

 最初の質問です。行政が取り組む施策としては、

文化財の保護や郷土芸能を継承していくという意識

を、いかにして多くの市民の人たちに浸透させ高め

ていくことであると言えると思えます。現在どのよ

うな施策に取り組んでおられますか、その点、お伺

いいたします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） お答えいたします。 

 本市では、文化財保護の意識を高めていくために

主に４つの取組を行っております。 

 １つ目がリーフレットや冊子など、文化財への理

解を深める資料の提供、２つ目に出前講座など学習

機会の提供、３つ目に関所史料館や湖西中学校ふる

さと学習室における実際の文化財の鑑賞機会の提供、

４つ目に新居宿史跡案内人の会などの文化財関連団

体の育成と活動支援でございます。 

 こうした取組を通しまして、市民が文化財を大切

に思い、継承していく意識の醸成を図っています。

以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 今の取組をさらに進めていっ

ていただきたいなと思います。 

 じゃあ、２番目に移ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○11番（吉田建二） 今度は、今ある文化財をしっ

かりと保持していくためには、状況把握というのは

非常に大事だと思います。損傷はないだろうか、あ

るいは何か不具合なところはないだろうか、こうい

うような点検等はどのような方法で把握されている

のか、どのようにして行っているのか、その点につ

いてお尋ねをいたします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） まず原則といたしまして、

文化財は文化財保護法により文化財に滅失や棄損が

あった場合には、所有者が届出をする義務があるた

め、届出を基に現状の把握を行っています。 

 また、それ以外に本市では市内に存在する指定文

化財のうち、屋外から目視が可能な文化財、具体的

には建造物、史跡、天然記念物については巡回点検

を１年に２回、有識者に依頼して実施をしておりま

す。その結果の報告を基に、不具合箇所があれば市

の担当者が確認に行き、所有者と対応を検討してま

いります。 

 また、県による埋蔵文化財と県指定文化財の巡回

調査も１年に２回行われておりまして、不具合があ

る場合には県から連絡が入り、市の担当者も確認を

行い、現状把握するようにしております。以上でご

ざいます。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） この点検をやるときの有識者

というのは、何か資格を持っておられる方、それと

も一般的に文化財に明るい方、ある程度の関心を持

っておられてそこら辺を勉強されている方というこ

とで、特に資格とかそういうものは関係ないのか、

その点についていかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 現在、市が依頼しており

ます巡回の調査員につきましては、天然記念物担当

の方とそれ以外の文化財担当の方の２名でお願いを
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しております。 

 天然記念物の担当につきましては、市内在住の樹

木医の方に依頼をしております。それ以外の担当に

つきましては、市でかつて文化財行政のほうを担当

しておりました市内文化財に精通している方に御依

頼をしております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 了解いたしました。 

 それでは、３点目の質問をお願いします。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○11番（吉田建二） ある建造物等を市の指定文化

財として新規で指定していく場合、一般的な手順は

どんな具合になりますか、その点についてお伺いい

たします。ちょっとメモを取りたいなと思いますの

で、答弁は手続の順序に沿って少しゆっくりめに答

弁をいただけたらとお願いしたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） では、お答えをいたしま

す。 

 文化財を指定するためには、まず価値を調査する

必要がございます。建造物の場合には市にとって歴

史的、または学術上価値の高いものであることが指

定の要件となります。各時代の建築的技法によって

建てられた建造物のうち、意匠的・技術的に優秀で

あることや、建築の流派や地方的特色が顕著である

ことなどが調査を実施する上で重要な検討要素とな

ります。その後、図面等を作成しまして有識者等に

よります調査を行ってまいります。 

 文化財調査を経た後、事務手続といたしまして湖

西市文化財保護条例第４条によりまして、所有者の

同意を得た上、湖西市文化財保護審議会に諮問いた

し、答申を得るという形になります。その後、湖西

市教育委員会の指定の承認を受けまして公示を行い、

所有者に指定書を交付するという形の手順となって

ございます。一般的な形のものとしては以上となり

ます。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） このときの現地調査は一般的

に誰が行いますか、今ちょっと聞き漏らしたもんで

すから、そこのとこをお願いいたします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 現地調査につきましては、

基本的に市の担当職員が対応していきます。以上で

ございます。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 市の文化係が担当されてると

思いますけども、文化係の職員は何人おられて、そ

の中に学芸員の資格者は何人ぐらいお見えになりま

すか、お尋ねいたします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 文化係につきましては現

在４名の対応でございます。学芸員につきましては

３名配属されております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） ４名中３名ということですね。

そして、もう一度確認いたします。指定文化財に指

定する決定は誰が行いますか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） まず文化財保護審議会の

諮問、答申を得た後、教育委員会のほうの指定とい

う形になってございます。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） それで、文化財の指定基準、

先ほど学術的いろいろと文言を言われましたけども、

その指定基準はどんな具合になってるでしょうか、

基本的な項目はどんな項目でしょう、もう一度お願

いいたします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 昭和53年に湖西市教育委

員会によりまして湖西市指定文化財及び湖西市選定

保存技術の指定及び選定基準が告示のほうをされて

おります。 

 建造物の中では建築、あと橋梁等の各時代の建造

物、あと遺構及びその部分並びに建造物の模型、厨

子、仏壇、石塔、石碑等で建築的技法になるものの

うち、意匠的に優秀なもの、あと技術的に優秀なも

の、歴史的価値の高いもの、学術的価値の高いもの、

また流派的あるいは地方的特色において顕著なもの

という中の基準が定められてございます。以上でご

ざいます。 
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○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 今お話をいただいたように、

基準は非常にアバウトな表現、いわゆる文化史的に

意義を有するものとか学術的価値を有するものと、

何をもって価値があって何があって歴史上の意義を

有するものかって、これが非常にアバウトであると

いうのが私の認識であります。 

 そういう点で、要はそれをどう適用していくかと

いうのは指定をしていこうという県・市等の考え方

が非常にそこのとこに出てくる可能性があるわけで

す。同じ建築物があっても、受け止める市町、県等

によって判断が違ってくるということが十分に考え

られるわけでございます。 

 じゃあ、次の質問をお願いいたします。 

○議長（馬場 衛） ４番目ですね、どうぞ。 

○11番（吉田建二） 山口の観音堂は、豊田佐吉が

村の青年たちと夜学会で学び舎として利用された由

緒ある貴重な建造物です。私は、市の文化財に指定

してしっかりと保存してほしいという声があります

ので、ぜひそういう具合にしてほしいなとこういう

具合に思っております。 

 したがって、指定に向けて調査研究をされたらと

考えますがいかがでしょうか、お尋ねをいたします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 山口観音堂は、豊田佐吉

翁の足跡を知る上で重要な場所であると認識はして

おります。つきましては、所有管理してございます

山口自治会の意向を確認した上で、基礎資料の所在

確認など、情報収集から始めてまいりたいと考えて

おります。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 検討されるというような前向

きの答弁をいただいたもんですから、それ以後につ

いてはあまり申し上げませんけども、参考に少し申

し上げたいと思います。 

 指定文化財に指定する目的は、現状を維持し、保

存し、現状を変えないように守っていこうというこ

とで指定をするということであります。 

 現在ある観音堂の棟札、いつ建設したとか何かと

いうのが書いてあるわけですけども、それがござい

ます。それは、昭和17年11月に観音堂を修復したと

きに取りつけられたものであります。この棟札に記

載された大工の名前は、豊田佐吉と父親の豊田伊吉、

それに猪井源吉という３名の方の名前が記されてお

ります。昭和17年といえば既に佐吉翁も父親の伊吉

さんも逝去されております。このことから、昭和17

年に修繕があった人たちは建設された当時の棟札を

書き写し、観音堂の建築に尽力された人の名を後の

世にしっかりと残すように努力していることをうか

がい知ることができます。 

 そして今回、西鷲津地区の自治会長の皆さんは、

観音堂と手洗い場の柱が腐食しており、天井の落下

などによる事故が予想されることから、地元区民と

観音堂見学者の安全を考え、修理をお願いしたいと

このように要望しております。 

 修繕は傷んでいる柱を１本単位で交換するのか、

あるいは傷んでいる部分だけを切り取って、切り取

った部分だけを交換するのか、学芸員などの専門的

な指導が必要になると考えます。また、観音堂は明

治14年から16年頃に建設されたと推測されておりま

す。というのは、観音堂の大工の名前に３名の名前

が載っているわけですけども、豊田佐吉翁は明治14

年のときには14歳ということで、豊田佐吉翁がその

建設に関わったということになると、12歳までは寺

子屋などに通っておられて、実際にお父さんの仕事

を手伝われたのが13歳以降と、そして明治18年には

夜学会で観音堂でも勉学している、こういうことに

なると建設されたのは明治14年から16年頃だろうと

いうことに推測されておりますけども、今しっかり

と保存体制を取っておけば、今後、年を追うごとに

歴史的価値は高まっていくと確信いたします。ぜひ

とも前向きな姿勢で、指定に向けて調査研究される

ように考えておりますので、いま一度、ここら辺の

前向きな姿勢のお気持ちを確認させていただきたい

と思います。ただ、調査してみようじゃなくして、

ぜひそういうようないい方向で行くように調査した

いというようなことで答弁いただければと思います

けど、いかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 先ほどの答弁を繰り返す
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ことにはなりますけれども、基本的には所有者、管

理をしていただきます山口自治会の意向を併せ、実

際にその中でどのような格好でこれを指定に向けて

資料のほうの確認をしていくのか、そこら辺の部分

があるのかないのかから情報の収集のほうを努めて

まいりたいと思います。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 先ほど申し上げました指定の

基準は非常にアバウトな決め方です。歴史的に価値

があるもの、その判断は市町とか県にかかっている

と、県あるいは市が湖西市にとってこれは非常に大

事なものであると判断すれば、それは貴重のある指

定文化財になるし、これはあまり価値がないなと判

断すれば外れてしまうということになります。要は

市の捉え方であるということを私は強くここで申し

上げたいと思います。 

 文化財保護の推進が図られていくことに、大きな

期待を寄せていることを申し上げ、私の一般質問を

終わります。ありがとうございました。 

○議長（馬場 衛） 以上、11番 吉田建二君の一

般質問を終わります。 

 次に、16番 中村博行君の発言を許します。 

  〔16番 中村博行登壇〕 

○議長（馬場 衛） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 16番 中村博行です。通告に

従い、湖西病院半期経過の状況についてお伺いしま

す。 

 質問しようとする背景ですが、湖西病院事業決算

について議会で、予算と決算との違いの説明を受け

ましたが、その時点では過ぎてしまったことなので

戻らないということが分かりましたから、このこと

から令和３年度、半年が過ぎた時点で監査からの例

月報告がありますので、それに基づいて予算の進捗

状況について伺いたいと思います。別表で皆さんの

ほうに予算と半年分の実績が示してあります。 

 病院の実収入は、収益から市から繰入金、国・県

からの補助金の合計で５億7,798万円を差し引いて、

９億9,121万9,000円となります。費用が13億5,395

万7,000円ですので、実収入だけでは赤字が３億

6,273万8,000円の赤字となります。繰入金があるも

のですから、今黒字で２億1,524万1,000円の黒字で

す。この繰入金は、費用の補填でありますので投資

ではないものですから、売上げを増やすか費用を減

らさないと繰入金の削減の方向にはできないと考え

ます。 

 質問の目的ですが、自立を目指し、持続可能な病

院にするために質問します。 

 質問事項ですが、病院の本業の収益はどれも50％

に、半年ですので50％を基準にした場合には達して

いません。特に、入院の収益の進捗率が悪いんです

が、これは地域包括病床10床、それで病院連携での

稼働もこの中に含まれているのか伺います。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。病院事業管理者。 

  〔病院事業管理者 杉浦良樹登壇〕 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えを申し上げ

ます。 

 地域包括ケア病床で入院の患者さんも、病診連携、

いわゆるほかの病院からの紹介患者さんもこの中に

含まれております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 含まれているということです

が、そうすると含まれてこれだけだということは、

これから病院としてはこの方向に、前の改革プラン

だと進んでいくというふうな話がありましたけど、

こうするとまだ病床の稼働にはつながっていかない

と、今よりよくなるようにということでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えを申し上げ

ます。 

 確かに今、議員から頂きましたこの資料を見ても、

入院収益だけを見ても36.1％ということで、50％と

いうのが予算とほぼ同じということでいきますと、

14％ほど下回っております。ただ、いろいろなとこ

ろで御説明申し上げておりますが、今回、コロナの

影響を多分に受けております。その分、昨日の菅沼

議員の御質問にもお答えしましたが、コロナ対応病

床というのがございまして、そこは空けておかなく

てはいけないというものがございます。 

 議員のお配りになった資料の中でも、県補助金
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722万円8,000円というのが下段のところに書いてご

ざいますが、それは４月から６月における空床補償

のものです。それから、７月から９月における空床

補償については、先日内示がありまして、3,400万

円ほどの補助が国県補助という格好で空床補償で入

ってきます。これは入れる収入の箱がないもんです

から、補助金枠ということで入れざるを得ませんが、

実質的には入院収益に入れてもいいものではないか

と私個人的には考えますが、ただ実質的な患者が入

院していないので、少なくともその他の医業収益の

欄に入れてもいいようなものではないかなと、私的

には思っているところでございます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 最初の予算のときにコロナの

関係の病床のことは、こういうふうにするという予

算の中に入っていたんですか、その辺はどうですか。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） 当然そのときには

入っておりません。これはやはりコロナがかなり感

染拡大をしていて、県のほうからの要望もございま

して、途中４床、いわゆる４人までは受け入れられ

るということで、それに伴うゾーニングだというこ

とで空けておかなくてはいけない病床ができたので、

途中で変更のほうをしております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 私の感覚で行くと、そういう

場合にはやっぱり予算を組んで、いろいろ仕様のほ

うも変わってくると思うので、やっぱりこういう形

に変わるっていう補正予算を出してもらうのが筋だ

と私は思いますが、これは済んでしまった話ですが、

一応これからは補正予算でそういう旨のことを私は

出してもらいたいと思います。 

 いずれにしても、包括病床においても病診連携に

おいてもそれほど今のところは効果がないと、先行

きはこういう方向で進んでいくというふうに私は感

じてます。それでなおかつ、病床は去年まで10床だ

という話で聞いております。今年に入ってからは病

棟にするという計画がたしかあったように思います

が、その進行状況はどうですか。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えを申し上げ

ます。 

 当然プロジェクトチームも立ち上げて、毎月、最

低１回は協議のほうはしてまいりましたが、コロナ

の感染拡大によって一次ストップをしているという

ことになってございます。ただ、今病床数に関して

はですが、今年の７月から使い勝手を考えまして、

11床のほうに上げております。これは５床５床の男

女比から、どうしても個室管理のところが必要にな

るという場合もございましたので、７月から11床の

ほうに変更をしてございます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 中村博行君。 

○16番（中村博行） いずれにしてもそういうふう

に病床を現状の変更をして、拡大に努めていらっし

ゃるという話ですが、次の２番目の質問に入りたい

と思います。 

○議長（馬場 衛） ２番目ですか、どうぞ。 

○16番（中村博行） そういう状況で、入院収入を

いずれにしても増やさないといけないと私は思いま

すので、どのように考えているかを伺います。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えを申し上げ

ます。 

 いろんなところで申し上げておりますが、コロナ

の関係もございますが、特に今年度に限っては常勤

の医師の減員というものが大きく響いているという

ことで、そことコロナとのダブルパンチのところが

ございます。 

 そんな中で、常勤医の充足を急ぐこと、それから

高度急性期病院からの転院患者受入れのためのアプ

ローチを積極的に行い、病床の稼働率を上げて増収

につなげていきたいというふうに考えてございます。 

 このような中ですが、本年８月には入院患者が減

ったということで、入院基本料の引上げを実施しま

した。これは、一般に言われている10対１看護から

７対１看護の引上げによって、そこの入院基本料の

引上げを行っております。また、10月からは救急患

者さんの入院受入れの強化のお願いに対して、医師

に対して行ってございます。そのところが少しずつ、

コロナの収束も相まってですが少し増えてきている
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という状況でございます。また、次年度には一部診

療科の常勤医師の増員が、まだ明確ではございませ

んがほぼ決まりつつございますし、地域連携という

か病病連携の中で研修医の地域枠での受入れのほう

も考えてございます。そんな中で入院収益、特に低

い入院収益のところを増やしていくということと考

えてございます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 確かにそういう形で進んでも

らえればいいと思うんですが、私はその病院の中の

ことも気になる点があるもんですから、病院自体が

こういうふうに減ってくるということは、市民のニ

ーズが減ってきたというふうに考えた場合は、もっ

といろいろ患者さんなり来る人の意見を聞いて、そ

ういう形のことを取り入れていかないと増えていか

ないと私は思います。ということは、いわゆるお客

様満足度、お客様が満足してくれるような病院であ

れば、来ようという形になると思うんですが、そう

いうふうな活動をしていけば、先生が減ったにして

もあそこへ行けば何とかしてくれるよとか、そうい

う形のことでまた増えてくると思うんですが、市に

は幸い救急医療というか救急の部分もありますわね、

救急隊で搬送すると。そういう人たちに、実際病院

を選んでもらう場合の一番基本になるとこで、どう

いうことが問題になっているのか、病院が使っても

らえないっていうか選ぶ、最近ではお客さん自体が

病院を選んで行くもんで、そういうお客さんの要望

に添えないとこはどうしても遠慮されるという形に

なると思うもんですから、そういうふうな形でお客

様がどういうふうな形で望んでいるかということも、

一つは参考にしていくべきだと思いますが、その辺

はどうですか。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えを申し上げ

ます。 

 まず病院は、やはり医療がどれだけできるのかと

いうのが一番の基本にあると思います。それに付随

して、両輪とも言えるいわゆる接遇と言われている

患者さんに対する対応というものがそれについて回

るかというふうにございますし、あとは今はこうい

った時代ですので、インターネットを活用した、い

わゆるホームページだとかそういったもので広報し

ていくということも大切になろうかとも思いますが、

やはり地域に根差した市立病院ですので、一番はや

はり口利きというか口コミというかそういったもの

が一番大きいと思いますので、そういったことを大

切にしていきたいというふうに思っております。以

上です。 

○議長（馬場 衛） 中村博行君。 

○16番（中村博行） そういう形で進めて今がある

じゃないですか、今までそういうことはやらなかっ

たっていうことですか、改めてやるっていうことで

すか。そういう状態で今があるもんで、それ以上に

変わっていくにはやっぱりそれなりのことを、お客

様に、お客様が選択することができるもんですから、

その選択を得るためにそういうお客様の意見をどう

いうふうに取り入れて、病院が変わっていくかとい

う形に私はなるかと思うんですが。それ以上、私は

ここまで言っておきますので、一応そういう気持ち

で進めていってもらいたいということです。このほ

かには在宅医療もあると思うし、それでなおかつ令

和６年度からは浜松医療センターも病院が新しくな

るということになると、余計にまた私は入院患者が

減っていくという形も考えられると。今からどうす

るかということを考えていかないと、そのときにな

ってからでは間に合わないのですから、そこら辺は

何か考えておられましたら。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えを申し上げ

ます。 

 浜松医療センターのほうも今建築のほうが始まっ

ていると思うんですが、浜松医療センターと競合す

るつもりは全くございません。これが医療のすみ分

けだということだと思います。やはり、大きな手術

で必要なものは大病院に、そしてその手前である程

度の診断をつけたり、あるいは急性期の治療が終わ

った者をうちで引き受けるというような病病連携と

いうものを進めていくというのが必要になってこよ

うかと思いますし、先ほどの患者さんの声を聞くと

いうところですが、これも毎年、年に一度必ずアン
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ケート調査を入院、外来でやってございます。その

変動を見ながら、会議の中でもどのようにしていく

のかというような検討、あるいは話合いのほうも行

われておりますので、それが結果に結びついていな

いじゃないかと言われてしまえばそれまでですが、

できることは今いる現員のスタッフの中でやってご

ざいます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 私も何も悪くしようというつ

もりで言ってるわけじゃないもんですから、そうい

う形で頑張っていただきたいと思います。私はまた

経過を見させてもらいます。 

 それでは、３番目ですか。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○16番（中村博行） ３番目、入院収益が減るとや

っぱり病院というのは一番の基になる、入院が減っ

てくると固定費率が増えるというふうに思いますが、

その辺の対策は何か考えておられますか。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えを申し上げ

ます。 

 議員おっしゃるとおりで、当然入院だけではなく

収益が減れば人件費を含めた固定費というものは、

率というものは高くなってございますので、とにか

く収入を上げれば率は下がるもんですから、そうい

った意味で、先ほども申し上げているとおり特に少

し少なくなっている入院のところに力を入れながら、

どうやって患者さんが入り収益を上げるかというこ

とが重要だというふうに考えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 中村博行君。 

○16番（中村博行） そういうときに人をどういう

ふうに使っていくかというか、仕事をしてもらうか

ということが重要になるんですが、いずれにしても

病院が自分のとこで稼ぎ出さないことにはならない

もんですから、そういうときには中の改善をいろい

ろ進めていくという形の体制を取ったらどうかと思

うんですが、いろいろその中で改善、天下のトヨタ

さんでも改善ということでいろいろやっているもん

ですから、そういうふうな形のときには中の改善を

するということで、いろいろそういった仕事をして

もらうというふうな形を考えたらどうかと思うんで

すが、その辺はどうですか。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えを申し上げ

ます。 

 今もそういった意味では、当然手術件数も落ちて

いるということがあって、手術室の看護婦さんが外

来の応援に出るとか、当直業務をやってもらうとい

うことで、現場のコメディカルスタッフといいます

か、スタッフには専門だけではないところをお手伝

いしてもらいながら、少ない人数でやっている。た

だ、これ以上減らしてしまうと24時間の救急体制が

保てなくなるスタッフ数になるとか、病棟運営がぎ

りぎりのところでやっておりますので、そういった

改善というか共有というかそういうことはやってご

ざいますし、このコロナ禍においても朝、正面玄関

のところで患者さんが入ってくるときに検温とか、

あるいは問診とか予診というものも、いろんな部署

から交代に出てもらってやってもらっているという

のが現実でございます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 私は今現在、湖西病院にも通

っているんですが、その中で私が気になったことが

あるんですが、前回も言いましたけどが、診療が終

わってきてお会計へ行くと、お金をもらうだけに人

が２人いると。この人がどういうふうなことになる

かというと、お金を一々、ＰａｙＰａｙみたいな電

子マネーか何かで払えば簡単に済むんだけど、わざ

わざ財布から出して幾らでってお金を勘定するとか、

そういう形のことが一つあって並ぶような、僅かな

時間だけどがその間は待っていなきゃいかん、仕事

が進まないと、そういうことだって一つ改善になる

もんで、払うものは機械のほうでやってもらうとか、

そういう投資をして中のことを改善していけば、ま

だいろいろそういう改善の要素はたくさんあると私

は思いますけどが、その辺はどうですか。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えを申し上げ

ます。 

 当然、市のほうとしてもＤＸ推進ということでデ
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ジタル化というものが叫ばれております。当初から

クレジットカード支払いというものが現状もう病院

の中でされていますが、いかんせん手数料が数％取

られるということがあります。だから、そこの部分

の収支の部分が、試算をすると数百万円オーバーで

手数料で取られてしまうというのもございますし、

今次年度の計画の中で電子カルテの入替えの時期に

当たるもんですから、そこで自動支払機の導入のほ

うを考えながら、そういった電子マネーの取扱いと

いうものも考えてございますけど、とにかくイニシ

ャルコストだけではなくてランニングコストのほう

もかかってしまうもんですから、今こういった状況

の中で、これはいろんな部分が電子化されている中

で取り組まなければいけないというふうに思ってお

りますので、今は前向きに検討しているところでご

ざいます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 中村博行君。 

○16番（中村博行） ＰａｙＰａｙにすぐなれって

いうわけじゃないんだけど、私の基本的に言いたい

ことは、現金を勘定する時間を減らしてもらいたい

と、減らせばその分だけ仕事がほかのほうに回れる

ということを言いたくて、ＰａｙＰａｙはその次で

もいいんですが、現在、お年寄りが多いとかなんと

かって言うと、私自身もそうですがお金を一々勘定

したり、その間、相手は待っているわけですね、職

員の方は。そういうものをもっと減らしたら、もっ

とお客さんも待たなくても済むし、そういうふうに

いろいろ中の働き方を変えていかないと、稼ぐか費

用を減らすかっていうほうでいきますので、費用を

減らすっていうほうに関わってくると思うんですが、

そういうような中の改善を個々にやっていかないと、

全てその分は経費としてかかってしまうと。 

 湖西市ではないんですが、刈谷市の病院のほうで

は、企業の人がいろいろ改善については助けてくれ

るというようなお助け隊っていうのがあって、改善

をしてるというふうなことが中日新聞の中にも載っ

てました。湖西市にも市の中には企業から来ていろ

いろ提言をしてもらえるっていうか、助けてもらえ

る人があるので、費用ならそういう改善については

どこの企業でも世界を相手にしてやってるもんです

から、そういうふうにこういうとこのものはこうい

うふうに改善したいんだけどっていうふうな形で提

案すれば、何らかのやり方は教えてもらえるという

ふうに思うんですから、いずれにしても稼ぎ出す、

いろいろやるということは中のみんながその気にな

らないと行かないというふうに思いますので、そう

いうことも一つ頭に入れておいていただきたいと思

います。これについてはこれからの課題ということ

で、私の思いを言いました。 

 そういうことでいろいろやられてるということで

すので、経過をいろいろ見させてもらいます。 

 ４番に行きます。 

○議長（馬場 衛） ４番ですね、どうぞ。 

○16番（中村博行） 次に費用のほうですが、費用

のほうで見ると減価償却、繰延勘定、雑損失、過年

度修正損を除けば50％に達しません。大体30％台と

いうふうになっておるもんですから、予算との根拠、

違いをお聞きしたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えをしたいと

思います。 

 この収支に関しては、当然収益を見込んでそれに

必要となる費用を見積もって予算のほうを編成させ

ていただいております。 

 繰り返しになりますが、本年度は昨年の後半同様、

新型コロナ感染症拡大の影響による患者さん減少に

加えて、常勤医師の３名の減員ということで入院患

者さんが減少しているため、当然そこにかかる費用

が抑えられているということでございます。以上で

す。 

○議長（馬場 衛） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 抑えてこれだけの話ですかね、

今までどおりやってこれだけの費用なのか、その辺

は何がどういうふうにやったことからこれだけ抑え

られたのか、その辺は分かりますか。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） 繰り返しになりま

すが、治療に必要なものの薬剤、あるいは診療材料

そういったものが患者さんが少なくなると使わなく

なりますので、同じ比率で減っていくということが
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考えられます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 中村博行君。 

○16番（中村博行） じゃあ次の５番に行きます。 

○議長（馬場 衛） ５番ですね、どうぞ。 

○16番（中村博行） この５番については、令和２

年度の決算で費用の不用額が４億4,500万円という

ふうに決算書の中にあります。普通だと予算があっ

て予算のほうの収入が減った場合、そうするとどう

しても費用のほうだけ残ってきて赤字になるという

ことが普通なんですが、これで見ると病院の場合は

収益が減っても費用は予算内かなと、それだけ大き

な費用を見込んでいるということがうかがえるとい

うことですが、その費用自体が何でこんなふうに大

きくなって、決算の段階で不用額として出てきてし

まうと、この費用というのはどういうふうに計算さ

れているのかという部分が私には理解できないので、

この費用の不用額が昨年と同じぐらいに予想されま

すので、その予算の根拠と違いを伺いたいと思いま

す。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えを申し上げ

ます。 

 何度も繰り返しになりますが、予算を立てるのは

これだけの収益があろう、患者さんはこれくらいし

ようというところでまず入りのところが出てきます

し、それに対応する費用が出てその差額ということ

になるので、見方によっては当然収入がないので費

用も発生しない、その費用が予算と違うと言ってそ

れが大きいんではないかと言われましても、それな

りの費用削減の努力もしているところもございます

ので、そこは費用の削減というのに力を入れている

のと、予算というか収入がないところの差だと思い

ます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 中村博行君。 

○16番（中村博行） そういう論理もありますが、

実際にそれじゃあ何年か通して不用額等、営業の費

用とかって見た場合、令和２年度の不用額が４億

4,500万円、令和元年度が４億7,600万円、平成30年

度も４億6,000万円と、こういう金額が不用額とし

て出ているんですよね、それで営業助成のほうも昨

日もお話がありましたけど、営業助成っていうのを

見ると４億9,000万円とか５億円とか６億円とかそ

ういうことで、あと不用額が多くて営業助成が多い

場合には利益が出ているんですかね、これがなくな

ると平成27年度以前ですがこれは皆赤字なんですよ。

市が繰り出せば病院は黒字になるということがこれ

からは見えますが、いろいろ内容をやっております

が、予算と決算の違いっていうかその中で言えるの

は、繰出金はあくまでも予算で決まると、予算で決

まったものが決算まで一緒ということになると、ど

うしても繰出金を多くもらいたいということになっ

て、費用のほうはそれに合わせていくとどうしても

多くなると。それで、結局はあと決算のときには多

く見込んだけど要らんよという形になっているのが

現状じゃないかと私は見ました。なので、そういう

意味でこれは検証が必要じゃないかと。ほかのほう

ではいろんなとこで、費用がないとかお金がないで

っていう話はありますけどが、こういう部分の検証

をしてもっとそういうほうに回せるようなお金を生

み出すべきじゃないかなというふうに私は考えます

ので、一応この辺をこういうふうな中間で毎月例月

監査はあるもんですから、このデータを使って検証

していって前向きにいろいろ考えて、月別にチェッ

クをしていかないと私はよくはならないと、最初に

決まった予算でもって１年間ずっと走っちゃうと、

思わぬとこで費用が出たりなんとかっていう部分が

あるもんですから、私はこういうやり方も一つのや

り方だということで今回提案をしましたので、私が

言っても始まらない話もありますので、この辺は市

の中でいかにそれをチェックしていくか、それで前

向きに改善につながっているとか、どうしても繰出

金が多いということになるとそれに頼ってしまうと

いう形のことが、私もそうですがそういう形になる

と思うもんですから、そういう毎月の監査のデータ

を使ってどういうふうなことを改めていくべきかと

いうことを、執行側の中で考えてもらいたいと思い

ますがその辺はどうですか。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） 今の御質問の内容

がよく理解できないものですから、もう一度お願い
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します。 

○議長（馬場 衛） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 何回でも私は言いますが、要

は現状を一回だけじゃなくて常に毎月のデータでも

って変えるべきは変えていかないと、１年間そのま

ま走っちゃうと変えられるものが変えられないと。 

 今回のこの質問も、そういう意味で結果は出てか

らじゃ変えられないものですから、こういう実績で

もって、もっと言いますと、私は今のこういった皆

さんに渡してある内容で病院のことが分かるかって

言われた場合には、議員だって分からんと思います

よ。総合的にはこういう結果だよということは分か

るんだけどが、どこのとこがどれだけもうけてどれ

だけどうなっているっていうふうにはなってないじ

ゃないですか。これでもって判断したくてもできな

いですよ。最後に来て、それでもってこれだけの予

算でも最初と最後だけで、それでいいのかなと。み

んなにいろいろ分かってもらうためにはいろんな内

容のデータを明らかにしていかないと、本当に方向

が間違ったりという形になるものですから、要は

日々、毎月のデータを生かして改善を進めてもらい

たいというふうに言っているわけなんですが、その

辺分かりますか。 

○議長（馬場 衛） 中村博行君、質問の途中です

けど時間のほうも１時間以上過ぎましたので、答弁

から次の間のときに休憩を先に取りたいと思います

ので、よろしくお願いしたいと思います。よろしい

でしょうか。 

○16番（中村博行） はい。 

○議長（馬場 衛） それでは暫時休憩といたしま

す。再開を14時20分とさせていただきます。 

午後２時06分 休憩 

───────────────── 

午後２時20分 再開 

○議長（馬場 衛） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 中村博行君の答弁から始めたいと思います。病院

事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えを申し上げ

ます。 

 答えになっているかどうか分かりませんが、月々

のデータあるいは日々のデータというのは当然取っ

ております。外来患者さんが今日は何人、どこの科

に来ているだとか、今日は入院患者さんが何人いた

とかというものはデータとして取ってございます。

それを１か月単位にまとめて月次ということで、い

ろいろな会議の中でそれを出していて、今こういう

状況にあるというのは把握をしてございます。それ

で数字のとこに関しては管理課のほうから例月監査

ということで、お金のところを監査をしていただい

ているという状況なので、日々あるいは月には必ず

その状況のほうを把握してございます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 休憩時間のときにもちょっと

話をしましたが、大分我々と感覚が違っているよう

ですので、私はそういうふうに希望するということ

であとは経過を見させてもらいます。 

 そうすると、今度は６番ですか。 

○議長（馬場 衛） ６番ですね、どうぞ。 

○16番（中村博行） 繰入金を除いた収益より費用

のほうが多いので、継続可能な病院にするための考

えを伺います。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えを申し上げ

ます。 

 何度も繰り返しになりますが、入院収益を増やし

て経営改善に努めるとともに、市内唯一の公立病院

の役割として市民に必要な医療を提供し、地域医療

における中核病院として、入院料や専門外来医療を

提供していくことが重要であるというふうに考えて

おります。以上です。 

○議長（馬場 衛） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 提供することがということで、

いろいろ休みの中で聞いた中もありますもんですか

ら、職員じゃどうしようもないという部分もあるよ

うに聞きました。 

 いずれにしても。お互いによくして継続していく

ためには、中の改善っていうものがどうしても必要

だと思うもんですから、そういう改善をして費用を

減らし、収入を増やすということを病院のみんなで
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考えて、我々もできれば意見は出しますけどが、そ

ういうことで前向きに考えていただきたいと思いま

す。 

 それでは７番に入ります。 

○議長（馬場 衛） 最後の質問ですね、どうぞ。 

○16番（中村博行） 私は一応３月の予算のときに、

反対討論でこの場で状況を反対の内容を言っており

ます。この予算においては、病院の改革プランもな

い、示されずに必ず生まれ変わるとして病院の経営

戦略監が出してくれた計画を実行しようとしません。

費用を実際より多く見積り、市の繰出金に頼ろうと

する予算です。繰出金の94％を費用の補填に使おう

としているだけです。費用を減らすには、投資をし

て置き換えていかないと削減にはならないというこ

とを一応述べて反対討論としていますが、これを踏

まえて市長のほうにお伺いしたいんですが、設置者

としてこの状況をどのように評価して、病院のほう

にどういうふうに指示をしているのか伺いたいと思

います。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答えを申し上げます。 

 昨日も病院の御質問をいただきまして、医療的な

その改善策については、コロナ禍ということも踏ま

えてコロナのもちろん現下での対応の最優先はコロ

ナ対応ですので、それの収束を見据えながら、例え

ば医療的に総合医だとかかかりつけ医だとか、さっ

きの２問目にもあった地域包括だとか回復期医療、

そういったものはしっかりと進めていく、もちろん

医療センターをはじめ病病連携は進めていかないと

いけないということは申し上げましたんで、医療的

にはそこをしっかりと。もちろん、だから３月の反

対討論の意味が分からないというのは、コロナ禍で

いつやれって言っているんですかというのを昨日菅

沼議員にも申し上げました。それははっきりと御理

解をいただければというふうに思います。 

 あえてじゃあ対策をと言うんであれば、今聞いて

て一番思ったのは、中村議員が病院事業管理者か、

何なら市長になってもらって自分がよくしますと言

ってもらうのが一番いいかなというふうに思います

ので、ぜひそれは立候補をいただければなというふ

うに思います。 

 その中で、それに当たって今いろんな答弁を杉浦

さんからしていただきましたけれども、杉浦さんは

遠慮して言わなかったと思うんですけど、病院の職

員の様々な声もあって、先般、市内の小中学生から

コロナ禍の対応で相当きつい対応をしている中で、

メッセージボードで励ましの声をいただいて、相当

心身ともに限界の中で救われたという中でこの質問

が来てモチベーションが相当下がったとか、ダメー

ジが増大しましたとか、こんな風評被害の人でなし

な質問はちょっと勘弁してくださいっていうような、

これは答弁の人だけではなくて僕のところに直接来

たものもありますけれども、そういった病院職員の

一つ一つの声も、みんなで働いていく職場ですので、

当然医療機能の充実と経営改善というものは進めな

ければいけませんので、その中でのマネージも含め

てぜひ病院事業管理者とか市長としてやっていただ

ければなというふうに思っております。 

 最後に、あと昨日言おうと思って一つ付け加え忘

れたのが、やっぱりそれは病院経営に関しても様々

な御意見がありますので、そこはしっかりといろん

なお声を踏まえてやっていかないといけない、もち

ろん機能の充実、経営改善につながるものをという

ことですけれども、その中でいろんな民間企業の話

も出ましたんで考えてなければいけないのは、サイ

レントマジョリティーの対義語として、よくラウド

マイノリティーとか、一部の報道ではノイジーマイ

ノリティーとか言われますけれども、そういった声

の質もよく見極めなければいけないというのは、さ

っき中村議員もおっしゃった企業の方からも言われ

ているので、どんな御意見があって、その御意見に

対してどう対応すべきかというのは、こちらとして

も意見をたくさん聞くのはありがたいことだと思っ

ていますので、その中でももちろん厳しい御意見で

も結構ですけれども前向きで建設的な御意見をしっ

かりと吸い上げながら、前に進めていかないといけ

ないというふうに思いましたので、そこは付け加え

をさせていただきます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 中村博行君。 

○16番（中村博行） コロナの対応ということは確
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かに必要なことだと思いますけどが、これは経営の

問題ですのでちょっと内容が経営と実際の現場での

コロナ対応とはまた違って、私はその経営というこ

とになればやっぱりどういうふうな形でいつまでに

何がどうするということが決まっていかないと、た

だこうやってと言うだけでは前向きな形にはなって

ないと私は考えます。私自身はそういうふうなこと

で、企業にいるときはそういうことで一応は期限が

あって期限までにどうするかという指示を出して、

それでもって進めていくという形のほうが前向きで

進んでいくというふうに思うもんですから、市長は

何か雑談の中で聞きましたけどが、もっと科を増や

せとかっていう話を、診療科を増やせという話もあ

るというふうに聞きましたけどが、全ての診療科が

あれば間違いないと思うんですが、それだとやっぱ

り小さいまちだと費用がどうしてもかかってしまう

ということがあるもんですから、私は選択と集中で

お客様が市民ですので、市民に好かれるっちゅうか

来てもらえるような病院にはどうしたらいいか、先

生もいることなもんで先生の働きやすい形にするの

はどういうこと、事務方なら事務方、そういういろ

んな部分がもっと早く分かるようにＤＸ化を進めて、

いろんなことが結局早く決断できるというような仕

組みにしていかないとやっぱりいかないと。そうい

う仕組みが本当にこれで大丈夫かなって私は心配し

ますよ、そういう点について仕組みについて大丈夫

ですか。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 何のことか最初は分かんなかったんで今聞いたら、

診療科を増やすという話は僕も自分で言った覚えは

ありませんので、事実関係としては削減してきてま

すし、必要な科であれば必要な維持をしていくのか、

湖西病院として必要であればやっていく、そうでな

くてこれは医師の派遣いただいている浜松医大を含

め様々なところとの協議ですけれども、湖西病院な

り市民の病院として、削減するものは削減していく

というスタンスは変わっていないということです。 

 前段に戻って、いつまでにというのは当然平時だ

ったらいつまでに何をする、スケジュールを決めて

やっていくのは当然のことであって、だから昨日申

し上げたのは、コロナ禍で今それが目前の対応にな

っていて、それ以外の対応が二の次にせざるを得な

いときに、いつコロナが収束するのでいつまでにそ

れをしなさいよというのを、中村議員が分かってる

んだったらぜひ教えていただければそのスケジュー

ルでやらせていただきます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 私はそんなものは分からんけ

どが、やっぱり基本になる方向っていうのは決めて

いくべきだ、決めていってこういう形で在宅医療と

かそういった病院のことを決めて、こういう方向で

行くんだよということは決められると思うんですよ。

そういうことを決めなしに、行った先でうって言う

んじゃいかないと、浜松医療センター自身もそうい

う計画を持ってる以上はどうしても入院は減ってい

くと、だったら連携を一番にどうするかというよう

なことも出てくると思うんですが、そういう意味で

前向きにいろいろ考えていってもらいたいというふ

うに思います。 

 以上で終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、16番 中村博行君の

一般質問を終わります。 

 次に、５番 福永桂子さんの発言を許します。 

  〔５番 福永桂子登壇〕 

○５番（福永桂子） ５番 福永桂子です。 

 コンパクトシティの問題点についてお伺いいたし

ます。私で最後ですので、もう少し頑張っていただ

きたいと思います。 

 この質問をするに当たっては、地域の会合や活動

に参加いたしまして、多くの住民の方々の声をお聞

きいたしました。特に、湖西市立地適正化計画で、

集落拠点として位置づけられている地域に住む方々

の意見や思いを質問に集約して、当局にお伝えして

います。 

 分かったことは、多くの住民がコンパクトシティ

化のまちづくりに不安を抱えていて、さらなる情報

提供や意見交換を求めているということです。それ

ゆえ、これから双方で地域住民の思いに寄り添った

議論を期待しています。 
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 そして、始める前に申し上げておきますけれども、

2017年10月の議会報告会にて、大知波自治会から大

知波地区の新しいまちづくり田園都市構想が提出さ

れています。こういうものになるんですけども、分

厚いものです。意見書です。議長の許可をいただい

てお見せしています。 

 この議会報告会には、住民約80名が参加いたしま

した。そして意見書はその後、市役所の自治会担当

課に渡されました。当時から、北部の郊外の発展を

地域住民が望んで、真剣に議論して意見書をまとめ

ています。この一般質問で具体的な提案をお示しす

るときは、この意見書に基づくものもありますので、

御承知おきください。 

 それでは、背景や経緯です。少子高齢化の進展に

伴い、地方の人口減少と高齢化が顕著になってきて

おり、拡大したまちのインフラ整備や公共施設の維

持管理が困難になってきています。 

 国でもコンパクトシティの推進に向けての支援を

行っており、国土交通省では立地適正化計画に係る

支援措置や関係施策との連携に当たって、活用可能

な支援措置も行われています。 

 湖西市でも令和３年４月に、湖西市立地適正化計

画を策定し、鷲津駅や新所原駅を基点とするコンパ

クトシティ計画が進められています。市役所、鷲津

駅周辺、新所原駅周辺を都市機能誘導区域・居住誘

導区域の中心地と位置づけ、その他郊外は集落拠点

としての地域のつながりを保つとしています。この

計画は、住民の住環境や生活環境に直接関わるもの

であり、しっかりとした住民理解の上で進めるべき

だと思います。 

 また、新型コロナウイルス感染症のように今後も

大きく社会が変容する可能性もあります。計画を進

めるに当たっては、こうした変容にも対応していく

ことが求められます。 

 現時点でのコンパクトシティに向けた事業の妥当

性についてお聞きしたいと思います。 

 では、質問に入ります。１番です。 

 湖西市として、コンパクトシティ構想を進める有

効性についてどうお考えでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。都市整備部長。 

  〔都市整備部長 小倉英昭登壇〕 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えをいたします。 

 本市の総人口は、平成17年（2005年）をピークに

減少に転じており、今後も減少が続くと予測されて

おります。人口が減少すると、医療や商業などの生

活サービス施設の利用者が減少し、施設の移転・撤

退などが懸念されます。 

 このような懸念から、引き続いて都市としての必

要な福祉施設や大規模商業施設、文化施設などの施

設を維持するために、住居がまとまって立地するコ

ンパクトなまちづくりが有効であると考えます。以

上でございます。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 計画にも載っているんですけ

ども、湖西市の中心部以外の郊外は既にある程度整

備が進んでいますし、人もそれなりに住んでいて、

またインフラや公共施設も数多く点在しています。 

 郊外の環境のよいゆとりのある住宅を好む住民も

多くて、コンパクトシティ構想は必ずしも住民の支

持を得られていないケースも多いと聞きます。 

 まずお聞きしたいのは、例としてコンパクトシテ

ィの先進地と言われる青森市と富山市がありますけ

れども、コンパクトシティ政策の目的と目標達成度

を見ると、成功とは言い難い状況と言われています。 

 失敗例として取り上げられる市はあっても、全国

成功例はなかなか見当たらないのが現状と思われま

すが、このようなことを湖西市としてどう認識して

おられるのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えをいたします。 

 いわゆるコンパクトシティ構想の失敗例があるよ

ということだと思いますが、ネット上で失敗例の紹

介というのがあるというところは認識をしていると

こでございます。 

 今回、湖西市が設定しているもの、具体的な施設

を造るというお話ではございませんので、恐らく失

敗をした自治体さんに関しては箱物、いわゆる中心

市街地に施設を建てて集客をしようとして、そこに

思ったほど利用客が集まらなくて失敗したというふ
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うなことだと思われますので、今現在の湖西市では

そのような施設の建設をしまして、それを核にコン

パクトシティ構想立地適正化計画を展開していこう

ということではございませんので、今のところ失敗

例はありますけれども湖西市としてはまだこれから

始まったとこですんで、展開を見守っていただきた

いというふうに考えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） これからだというお答えだと

思うんですけれども、失敗例というよりも成功例が

見つからないなというほうが私は大事だと思ってい

るんです。それで、青森市は施設を造っております

けども、富山市もそれはありますけども富山のほう

は交通網で結んでいくということを実践されており

ます。湖西市も計画には、交通網で結んでいくとい

うことが載っているわけなのでちょっとお伺いいた

しました。 

 もう一つ、郊外の発展を抑えていくことになると

思うんですけども、中心市街地が本当にそれで再生

するのかということは、このコンパクトシティで確

たるエビデンスは存在しないんです。そして、理論

的にそうなると考えているにすぎないと思います。

有効性だけにとらわれて、まちのにぎわいを取り戻

して再生させるという本来の目的が忘れ去られるお

それも出てきます。住民の希望、考えを無視した官

僚や学者や、コンサル主導のものになっていないか

全国的な心配になっているんです。この辺りの危険

性についてどう認識されて、対応されていくおつも

りなのかお聞きいたします。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） 何と言ったらいいの

か難しいとこなんですけども、コンパクトシティ化

立地適正化計画というものは、まず分かっていただ

きたいのは少子高齢化・人口減少で現在の中心市街

地がドーナツ化現象で人が減ってしまって、商業施

設であったり医療機関でありましたり、そういった

ものがなくなってしまうおそれがあるよ、いわゆる

人が少なくなった都市にはそういったものが展開で

きなくなって、皆さんは不便になるよっていうよう

なところから始まっているものだと私は思っていま

すので、市街化調整区域、地方については現在の都

市計画法の中で日用品の店舗だったり、いわゆる町

なかにある大きな店舗とかではございませんけども、

居住者たちが不便なく使っていただけるような店舗

というのは存続可能であるし、建てることが可能で

ありますのでそんなに心配をしていないといいます

か、まず今後の展開を見守っていただきたいと、現

行の制度を上手に皆さんに使っていただきたいとい

うふうに考えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） お分かりしますけども、今後

の展開を見守っていただきたいと言われても、どの

ように具体的にやっていかれるのかということもち

ょっとよく分からない状態で、住民も不安がってい

るわけなんです。 

 こういうふうなメリット・デメリット、危険性と

いうのは常に都市計画について回るものだと思うん

です。なので、やはりこれからの社会変容を見てメ

リット・デメリットに適切に対応していってほしい

と思います。 

 では次に行きます。 

○議長（馬場 衛） ２番ですね、どうぞ。 

○５番（福永桂子） 湖西市の郊外の魅力をどのよ

うに捉えておられて、将来的に郊外を集落拠点とし

てどのように発展させていきたいとお考えでしょう

か。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えをいたします。 

 郊外の魅力には様々なものがございますが、立地

適正化計画では大知波や入出地区を含む７地区を集

落拠点と位置づけております。これらの地区は、湖

西連峰や浜名湖、遠州灘などの豊かな自然環境や総

合パイロット事業の区域など、のどかな営農風景を

魅力として捉えております。 

 集落拠点としての在り方の方向性としましては、

郊外の既存集落の生活を維持できるよう、最寄りの

かかりつけ病院、スーパーなどの生活サービス機能

を確保しつつ、都市拠点などと連携により不足する

機能を補完する地区と捉えております。また、11月

24日には国土交通省の委員会において、浜松湖西豊
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橋道路のルート及び太田付近のインターチェンジ配

置案が示されたことにより、北の玄関口が新たに加

わることとなります。市民や観光客の利用による人

流の増加や土地の利活用など、周辺の集落拠点にお

きましても活性化が期待できると考えております。

以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 北の玄関口が出ましたけれど

も、これは発展につながるものと思っております。 

 今のをお聞きしまして、生活を維持していくとい

うことは郊外をこれからも発展させていくというこ

とと理解しました。だから、便利な地域と不便な地

域の二局に分けるんではないという理解でよろしい

ですか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） 北部地区におきまし

ては、浜松湖西豊橋道路を基点に、新たな土地利用

を考えていきたいというふうに考えております。以

上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） また元に戻るかもしれないん

ですけど、湖西市の自然はとても美しいです。でも

それは、自然と調和した人々の営みがそこにあるか

らなんです。郊外から人が中心地へ動いてしまった

り、いなくなってしまったら瞬く間に草むらになっ

て空き家が増えて荒れ放題の土地にイノシシと鹿し

か住まなくなってしまいます。湖西市内にそのよう

な郊外を誰も望んでいないと思うんです。なので、

今のお答えもあるように郊外はこれからも、生活の

維持をするということはこれからも発展させていか

なければ維持は続かないわけなので、ぜひ具体的な

案なんかをもう少し出されてお聞きしたいなと思い

ます。 

 また、ここではっきりと押さえておきたいことは、

今後、ＩＣＴの進展に伴って郊外であってもとても

便利に暮らせる可能性が出てきました。今後、いろ

んな情勢を踏まえれば郊外にはきちんとした住みや

すいまちをつくれると確信しています。もちろん、

中心市街地がコンパクト化で発展するのもよいと思

います。でも、二極化に進めることになるとどうか

と思うし、中心地か郊外かよいと思う場所を選択し

て住めるようにする、それは大事じゃないかなと思

うんです。それから、発展する郊外と中心部の交流

がスムーズになされることによって、地域全体が発

展して湖西市全体で生産性が上がるそんなまちづく

りを私たちは期待しているんです。 

 よろしければ、これは市長に御意見をいただいて

もよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 どの辺からどの辺の、質問とは思えなかったので、

意見というか整理してお答えしないといけないとは

思いますけれども、まずは今だって用途地域という

か市街化区域なり調整区域とか、もちろんそんな中

では用途地域があって、住居区域であったりとか、

そこは様々な土地利用のやり方を定めてあるわけで、

その中でここは商業施設にしましょう、住居にしま

しょうということをやっているわけで、人口減少の

中で何もしなかったらどんどん人口が減ってしまう

と、そのような人口減少を少しでも食い止めるため

に中心市街地の活性化と、それ以外の集落拠点のよ

うな形でコンパクトな市をつくっていきましょう、

これは湖西市に限らず方向性としてはどこも人口減

少を抑えるという意味での方策だということを御理

解いただければと思います。その中で中心市街地な

り市街化区域、言い方はともかくとしてそこが埋ま

った場合には、当然市街化調整区域を転用なんかし

て広げていくということも含めてやっていくのがま

ちづくりだと思っていますので、土地の利活用を整

理しながらやっていくということが必要だと思って

いますし、それに対してさっき部長からあったよう

な浜松湖西豊橋道路だとか、新たな拠点ができるこ

とで宅地だとか工業団地とか商業施設とか、そこは

様々な新たな可能性も出てきますから、そういった

ものも組み合わせてまちづくりをやっていくことが

必要だというふうに考えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん、いかがですか。 

○５番（福永桂子） ありがとうございます。私た

ちは本当に中心市街地と郊外とうまく結んで、湖西

市全体が活性化するっていうことを望んでいます。
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よろしくお願いします。 

 では３番です。 

○議長（馬場 衛） ３番、どうぞ。 

○５番（福永桂子） コンパクトシティ構想が進ん

だときの郊外の交通手段はどのようなものをお考え

でしょうか。郊外にある貴重な公共交通機関である

天竜浜名湖鉄道の活用も含めてお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） お答えします。 

 湖西市立地適正化計画では、集落拠点から地域拠

点への移動手段として、公共交通ネットワークの維

持・充実は極めて重要だと考えております。 

 具体的な施策として、集落拠点から都市・地域拠

点へのコーちゃんバス路線の維持や、点在する居住

地に適したドアｔｏドアの形によるデマンド型乗合

いタクシーの導入を実施いたします。 

 なお、デマンド型乗合いタクシーは、令和４年４

月からＪＲ駅周辺を除く市内全域で御利用いただけ

るよう、現在準備を進めております。 

 最後になりますが、天竜浜名湖鉄道については十

分地域の公共交通機関として市民の移動の足という

ことで活用していきたいということと併せて、観光

資源としても非常に重要であると考えております。

静岡県及び沿線市町と連携をいたしまして、活性化

策・経営支援に取り組んでまいります。以上でござ

います。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 中心地や拠点と拠点を結ぶ交

通は分かりました。拠点内を巡る交通に関しては、

デマンドタクシーということですか、拠点内を巡る

交通はどうされるんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 現在のところはデマンド

乗合いタクシーのほうで、拠点の中の対応をしてい

ただければと考えております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 公共交通が極めて重要である

とおっしゃるには、今ある手段だけで考えようとさ

れていると思うんですけども、多くの方の御意見な

んですけども、予約が必要で個人情報の事前登録も

必要なことも含めて、デマンド型乗合いタクシーと

いうのはそんなに使い勝手がよいものではないんで

す。そしてそれ相応のお金も必要なんです。実際、

使用率もとても低いと思います。住民感情からして

このデマンド型は、公共交通の代替え手段にはなっ

ていないというのが現状だと思います。 

 湖西市は車を持つことが生活費の必要経費になっ

ているほど車社会に依存していると思うんです。だ

から、よっぽど便利な公共交通にならないと皆さん

は使わないと思うんです。これが一つの大きな課題

じゃないかなと私は思っております。なので、今あ

るおっしゃったような交通手段だけで考えたり、ま

たデマンドしかないというような発想はやっぱりや

めていただきたいなと思うんです。便利な地域と不

便な地域という地域格差がないように行政が工夫し

て是正することが必要と思いますので、常に前向き

に研究していっていただきたい、個々にとどまらず

研究して一番時代の合ったよい方法を実行してほし

いと思っています。これについて御意見ございます

か。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 議員の御意見のほうも御

理解をいたします。基本的には、今ここからの公共

交通につきましては基本的にはコーちゃんバスとデ

マンドタクシーの充実という形のもので対応してい

きましょうということで考えてございます。これが

また10年、20年、立地適正化計画の40年とかそうい

うような期間の部分が入ってきますと、いつまでも

これが正しいのかどうなのかというのは全然違うこ

とでございますので、新しい交通形態等が出てくれ

ばそういうものの検討を、当然しかるべくしていく

べきことだと考えております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 本当に今からでも研究されて

もいいんじゃないかなと思います。 

 国の交付金措置は必ず交通にはつくはずと思いま

すので、同じところをぐるぐる回る自動運転走行は

あと10年ぐらいすると普通になるとも言われていま

す。便利な交通を確立して、湖西市全体を同じ生活

水準に持っていくことが大切だと思いますので、お
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願いいたします。 

 そして天竜浜名湖鉄道なんですけれども、天竜浜

名湖鉄道というのは北部地域をずっと通って大森を

抜けてダイレクトに新所原、中心地と指定されてい

るところにつながるわけなんです。この鉄道はおっ

しゃったように本当に使いやすく、工夫して何とか

生活の中で日常的に使えるようなものにされるのが

得策なんじゃないかなと思っています。 

 それで、先ほど示しました大知波の地区の意見書

の中に、天竜浜名湖鉄道で利木、横山に駅を１つ、

太田のところに駅を１つ、そういうふうに入れても

らうと利用率が上がるんではないかということを地

元では言われています。その可能性についてどうお

考えになりますか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） おっしゃるとおりに、例

えばお子さんが知波田の小学校の前に駅を造ってっ

ていうようなことを考えながら、太田から乗ってく

る子が知波田の小学校の前で降りる、利木から乗っ

てきた子が小学校の前で降りる、そういうようなこ

との利便性は確かに高まると思います。また、現在

学校のほうの再編だとかそういうようなことについ

ても今後議論がされてくるというふうに見込みがあ

るとは思います。ただ、今その時点で何も計画のな

い中でいきなり駅の設置だというお話をしてしまう

と、それはまた無駄な投資にもなる可能性はござい

ますので、時期によってそういうようなニーズがし

っかりあるということの確認ができた時点で、そう

いうことを検討することは全然大丈夫なことじゃな

いかなと思っております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 可能性についてお聞きしまし

た。ありがとうございます。 

 それでは次、４番です。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○５番（福永桂子） 中心市街地のみにインフラや

公共施設整備がなされることにより、郊外が切捨て

にならないか不安です。特に、郊外の今の生活維持

のための方策について、具体的な取組をお聞きしま

す。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） ２番の質問や３番の

質問の回答の繰り返しになってしまう部分が非常に

多かろうと思いますけども、集落拠点の方向性とし

ましては、郊外の既存集落の生活を維持できるよう、

医療や福祉や商業などの生活サービス機能を確保し

つつ、拠点間の連携により不足する機能を互いに補

完する地域と捉えております。 

 現在、具体的な取組といたしましては、指定大規

模既存集落制度の活用や合併浄化槽設置の補助金で

あったり、先ほど産業部長がお答えしましたコーち

ゃんバスやデマンドの乗合いタクシー、このような

ものを展開しております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 郊外も手を抜かないで、住民

が住んでいる限りきちんと整備しますということで

理解いたしました。 

 もう一度、こちらの大知波地区の意見書に戻るん

ですけども、とてもたくさんの項目の中に地域の活

力を高めるために、地域経済は重要な要素ですとし

て、観光化へのキーワードがまとめられています。

御紹介したいと思うんです。 

 松見ヶ浦とマリン事業がある、日帰り温泉施設、

道の駅の設置、遊歩道やサイクリング道路の施設、

日本一の花、桜、コデマリの咲く里の名所づくり、

大知波峠廃寺跡の観光、こじゃれたカフェやレスト

ラン、松見ヶ浦ブリッジ、観光化を促進する新商品

開発などとてもたくさんの豊富な意見がずっと理由

とともに述べられています。こういうふうなことを

地元の人たちがとても一生懸命考えているんです。

なので、行政と地元住民と民間等が連携して協力し

て、こういうふうなこれからの郊外の地域経済の活

性につなげていけたらいいなと思います。 

 では、次へ行きます。 

○議長（馬場 衛） ５番ですね、どうぞ。 

○５番（福永桂子） ５番です。知波田地区の北部

地区多目的研修集会施設は、コンパクトシティ化の

集落拠点の中心施設としてお考えなのでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（岡本 聡） お答えをいたします。 
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 北部地区多目的研修集会施設は、昭和57年４月に

北部地区にお住まいの市民の方々の農業の振興、健

康保持及び生活の向上並びにコミュニティ活動の高

揚を図ることを目的に建設された施設でございまし

て、現在は公民館に類似した生涯学習における拠点

施設として文化・教養・生きがいづくりや生活・福

祉・健康づくりなど各種講座の開設、サークル活動

の育成を実施する施設として役割を果たしているも

のと考えております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 今のお答えはコンパクトシテ

ィと離して考えているということですか、この施設

自体を。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（岡本 聡） お答えをいたします。 

 この立地適正化計画が策定される以前からこの施

設自体は長く使われ続けてきておりますので、現状

としては生涯学習に係る拠点施設だというふうに認

識をしております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） そうしたら、郊外の生活を維

持するためにも修繕もやってもらいたいわけなんで

すけど、昨日、同僚議員のほうから地域にある公共

のセンターについて整備しなければならないことは

やっていくことが必要とそういう御発言がありまし

た。教育長は豊かで文化的な生活を享受できるよう

励みたいなどおっしゃっておりました。今日のお答

えを考えますと、必要な修繕はすぐにでもされると

いう理解でよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（岡本 聡） お答えをいたします。 

 必要な修繕、これはもちろん安全・安心というと

ころが一番肝心なのかなと思いますし、利用する

方々の御不便がかかっちゃいけないということもあ

ります。ただ、限られた予算ということもあります

ので、優先順位をつけながら必要箇所の修繕につい

ては考えていきたいと思っております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 教育長にお伺いしたんですけ

ど、北部地区多目的研修集会施設のひどい状況を言

いますと、壁が剥がれ落ちているホールにトイレは

古くて臭い、キッチンには使えないコンロ、床は剥

がれて突っかかる、ブラインドは壊れている、せっ

かくある大型洗濯機は修繕が必要などなど、本当に

危険と思われる状態もあるんです。北部地区多目的

研修集会施設は湖西中学校区の避難場所となる大切

な公共施設なんです。今いる住民のために修繕は必

要です。北部地区多目的研修集会施設の維持運営費

について、前向きに検討していただけますでしょう

か。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） お答えをいたします。 

 今教育次長からお話があったように、限られた財

源の中で直していく、今、北部地区多目的研修集会

施設のことを言っているわけですけども、同じよう

なことで学校のトイレもそう、雨漏りもある、毎日

使ってるところもそうなんだというふうなことの位

置づけを考えて、順番をつけてやってるものですか

ら、重々、議員がおっしゃる大変だ、何とかしてほ

しいという気持ちは分かりますけども、優先順位を

つけてやっていきたいなというふうに思っています。

以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 私だけが言っているんじゃな

くて、地域住民が言っています。御検討をよろしく

お願いします。 

 では、その次の質問に参ります。 

○議長（馬場 衛） ６番ですね、どうぞ。 

○５番（福永桂子） ６番、市内７つのエリアにそ

れぞれ地区を設定している指定大規模既存集落制度

は、現在どのような状況でこれからどう活用される

おつもりでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えをいたします。 

 現在の状況としましては、平成22年と平成30年と

のデータを比較してみますと、７地区中５地区で人

口密度のほうは下がっています。指定大規模既存集

落制度は指定された市街化調整区域内の一定の要件

に合致した場合、自己居住用の建築物が建築可能と

なる制度で、この地区に建築を望む皆様のための制
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度であります。よって、市が直接この制度を活用し

て事業展開を行うというような制度ではございませ

ん。 

 湖西市内では、過去３年間の平均で年間５件程度

の申請を受け付けております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） こちら、浜松市や豊橋市に出

ていく子育て世代を引き止めることにもつながると

思うんです。なので、一定要件というのが物すごく

高いハードルになっているんですけども、市として、

何とか何らかの形でインセンティブをつけることは

できないんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えをいたします。 

 都市計画法上のルールになりますので、なかなか

制度自体にインセンティブというのは非常に難しい

かなというふうに考えております。現在、企画政策

課のほうで展開しております住もっか「こさい」を

活用していただければ、多少なりともお役に立てる

のではないかというふうに考えております。以上で

す。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 難しそうですけれども、ただ

この制度が利用できる地域住民の方でもこの制度が

あることを知らない方もたくさんいらっしゃるんで

す。自治会に入っていらっしゃる方も知らない方も

いらっしゃいました。周知をするということは市の

お役目だと思うんですけども、それはしていただけ

ますでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） 非常にこの制度って

若干複雑な部分もあったりします。正直、周知が足

らないという感覚も私のほうは持っておりますので、

広報などで一度掲載を考えてみたいと思います。以

上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） ありがとうございます。よろ

しくお願いいたします。 

 ７番に入ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○５番（福永桂子） コンパクトシティは中心市街

地の地価が上昇し、郊外の地価が下落することにな

ると思われます。そのため、地価を意図的に上げる

ことを目的とした計画がなされるおそれもあり、後

から中心地に移住してくる人たちは利便性の低い土

地しか残されていない可能性もあります。このよう

なことにどう対応をお取りになるおつもりでしょう

か。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えをいたします。 

 立地適正化計画の評価指標では、居住誘導区域内

の人口密度の基準値、2015年になりますけども１ヘ

クタール当たり47.1人で、2040年の人口密度の目標

値は１ヘクタール当たり45.9人となり、人口密度が

基準年より低くなっております。したがいまして、

人口増加によります地価の高騰については考慮して

おりません。立地適正化計画による急激な土地利用

の変化はないと考えておりますので、地価の大きな

変動はないものと考えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 移住・定住も促進されている

わけですけれども、土地が上がらないと中心市街地

の価値がなくて人が集まらないということにもつな

がるんじゃないかなと、素人なりに思うわけです。

コンパクトシティ化で便利にして住みやすくする、

だから人が集まってくる、それだけ投資が伴う、投

資をする、地域の価値が上がれば土地の価値が上が

るっていう俗に言う不動産の方程式みたいなのです

けれども、そういうところがあるんじゃないかなと

は思うんですけども、分かりました。都市整備に関

しては、十分駆け引きがされないように気をつけて

いただきたいなと思います。 

 反面、郊外の土地は下落しますね。若い夫婦は近

隣市町村や中心街に出ていったとしたら、下落した

土地は売れない、ほったらかしになる、空き家が増

える、修繕はされない、このような現象が起きない

とは言えません。防犯、安全の観点からもとても悪

いし、安くて売れる土地にしないといけないんじゃ

ないかなと考えるわけです。湖西市の中で都市計画

によって売れない土地を広大につくってもよいので
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しょうかという問題が出てくるんではないでしょう

か。このような現象に対して、どう認識されますか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えをいたします。 

 恐らく御心配されているのは、市街化調整区域の

集落の中の人が出ていってしまって衰退して空き家

が増えるというふうなことだろうというところでお

答えをさせていただきますと、やはり空き家対策と

いうのが非常に大事になってまいります。現在、空

き家対策の計画が今現在ありますけども、来年、再

来年ぐらいで更新をかけていく予定でおります。そ

の中で、空き家対策がどのような展開をしていくか

というところで委員会を設置したりして考えていき

たいと思っておりますので、空き家対策の関係はも

うしばらくお待ちくださいというところになります。

以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 空き家対策は大変大きなこと

ですけど、それだけではなくて売れない土地になら

ないかって、それをつくらないというところに配慮

してもらいたいなということなんです。 

 どうもよく分からないのが、コンパクトシティの

構想というのは集まって住むんです。集まって住む

ということは、二極化されやすいということなんで

す。それを皆さんは心配してるんです。その二極化

が起こった場合、こういうふうなことは起こらない

かということを予測して、そして未来のコンパクト

シティ、湖西市に合うものをつくっていってもらい

たいなとそういうふうに思ってるわけです。 

 では８番に行きます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○５番（福永桂子） コロナ後の体制整備や社会変

容に伴う行政事務や社会構造の変化への対応が必要

となってくると思います。郊外においてもＤＸの推

進やドローンの活用など、生活がしやすい環境を整

えていかなければならないと考えますが、市として

はどのようにお考えでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えをいたします。 

 近年の社会情勢の変化から、新しい生活様式であ

ったり新技術が取り入れられていることから、市と

いたしましてもよい事例を参考に取り入れを検討し、

生活しやすい環境について考えてまいりたいという

ふうに考えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） このＤＸの推進、自動運転、

ドローン、テレワークなどの技術を使えば郊外も便

利になると思うんです。これがポイントです。中心

地だけに投資するんではなくて、同時に郊外にも財

源を投じたら、市全体が便利で住みやすい湖西市に

なる可能性は大きいんじゃないかということです。

そうすると、郊外もそれなりに整備しておくことが

得策ではないかと思ってくるわけなんです。これを

地域の皆さんは思っているわけなんです。 

 最後、お願いしたいことは、行政はルールが整理

されればすぐに始められるように取り組み、体制を

取っておく必要があるわけなんで、様々な技術革新

に伴って後れを取らないように適宜適切に行政サー

ビスに取り組んでいただくことを期待しています。

こちらについてはどうですか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） ＤＸのことでということ

で少しお答えしたいと思いますが、ＤＸの推進につ

いては特に中心市街地と郊外と区別して何かしよう

ということではございません。ＤＸを進めるために

は、今考えておるのはＤＸの計画の中の１つ目の方

針として市民向けのサービスのＤＸの推進というこ

とで、例えばですけど市民がスマートフォンを使っ

て利用すれば市役所に行かなくても済むような問合

せができたり、相談ができたりっていうことも考え

ておりますし、郊外にいようが中心市街地にいよう

が市の関連施設との距離を感じさせないような取組

というのを順次図っていきたいというふうに考えて

おります。 

 例えば、ＩＣＴを活用した電子申請の充実ですと

か、オンラインによる各種相談窓口の設置、図書館

での電子図書の貸出しというようなことも考えてお

りまして、これについては郊外、中心市街地という

のは特に関係なくやっていくものになりますので、

こういった生活環境を整えていくような対策という
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のは考えていきたいと思います。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん、ちょっとよろ

しいですか。 

今、外部からの声が必要に応じてドアのほうを閉

めさせていただきますので、皆さん御了承をいただ

きたいと思います。 

 それでは福永桂子さん、質問のほうを続けてくだ

さい。 

○５番（福永桂子） ありがとうございます。こう

いうふうに技術革新を取り入れれば、自然が豊かで

ゆったりと暮らしたいと、そしてゆったりと便利に

郊外で暮らしたいと思う人も郊外に住むということ

を選択できるということだと思うんです。なので、

やはり後れ後れにならないように適宜適切にやって

いっていただきたいなというのが希望です。 

 では９番です。 

○議長（馬場 衛） ９番、お願いいたします。 

○５番（福永桂子） 湖西市がコンパクトシティ構

想を進めるに当たり、今受けている補助金とこれか

ら申請する予定の補助金はどのようなものをお考え

ですか。また、コンパクトシティ構想に投資する金

額とそれによる便益はどうお考えでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えをいたします。 

 現在申請している立地適正化計画に関する補助金

のほうはございません。国では都市として必要な教

育文化施設や医療施設、社会福祉施設などを集約さ

せ、生活圏の再構築を進めるための支援制度を用意

しております。今後は、実情に合った補助対象事業

があれば費用便益比を考慮しながら、個別に事業申

請をするものと考えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 補助金を受けるのも得策です

し、中心市街地が投資によって便利になることは発

展的でよいと思います。 

 しかしながら、補助金があるからといって中心市

街地だけに予算が集中するのはよくないでしょう。

今までにこの理由は御説明したので繰り返しません

けれども、まずは投資された金額が湖西市全体に波

及するように持っていってもらいたいなと思ってい

ます。 

 では、10番に入ります。 

○議長（馬場 衛） 最後の質問ですね、どうぞ。 

○５番（福永桂子） 計画の策定段階において、地

域住民に対して説明を行っているとは思いますが、

湖西市のコンパクトシティに対する市民の不安の声

は多くいただいています。 

 今後、構想を進めるに当たり、十分な住民理解と

合意が必須であると考えますがいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えをいたします。 

 立地適正化計画は、社会的な動向の変化も予想さ

れるため、おおむね５年ごとの見直しを実施してい

く予定でございます。その都度、説明会を行うこと

となりますので、引き続きこの立地適正化計画の必

要性につきましては、市民や事業者様と共有しなが

ら広く周知を図ってまいりたいというふうに考えて

おります。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） よろしくお願いします。 

 これからは具体的に市民説明会など計画されてい

ますか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） 直近でということで

はございませんけども、繰り返しになりますけども

５年ごとの見直しを予定しております。直近で都市

計画系の計画につきましては、来年度から都市計画

マスタープランの見直しの作業に入っていきたいと

いうふうに考えております。こちらのほうの都市計

画マスタープランなんですけども、平成26年３月に

策定されておりまして、こちらのほうの計画という

のはおおむね20年先のまちづくりを想定しましてつ

くっていくような図書になります。来年ぐらいから

準備していけば、ちょうど２年、３年この計画をつ

くるにかかりますので、そうすると中間のおおむね

10年程度経過したときになります。 

 都市計画マスタープランの見直しをかけていくと

きに、自治会長さんだったりの御意見を聞きながら

つくり込んでいこうと考えておりますので、そうい

った機会に地元の御意見を反映させていただきたい
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というふうに思っております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） しっかりと住民を意識した丁

重な説明をお願いしたいなと思っています。 

 計画の進捗状況や住民に著しく影響を及ぼす事柄

などは、広報紙や市のホームページなどで情報公開

をしっかりして開示していただきたいなと思うんで

すけども、これについてはどうですか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） 当然つくり上げてい

く過程においては、先ほども申し上げましたけども

自治会長さんの御意見を吸い上げていくような格好

になろうかと思いますが、自治会長さんにしても地

元の意見をきちっと集約して伝えてもらったり、あ

る程度計画が煮詰まってきますと、パブリックコメ

ントを実施することになりますので、そういったと

ころで御意見をいただけたらなというふうに思って

おります。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 私が言っているのは、進捗状

況とか経過とかを住民に対して情報公開をしっかり

してほしいということなんです。開示してもらいた

いということなんです。なぜみんな心配しているか

というと、コンパクトシティ化立地適正化、これ計

画には書いてあるけども具体的にどういうふうにな

るのとかすごい心配しているんです。それは説明と

かこういう意見交換会がないからだと思うんです。

ある程度していても、市役所は住民にこういうまち

づくりをしますよと伝える義務があるんです。私は

それを言っているんです。なので、途中経過とかを

ホームページなり広報紙なりに、今はこんな感じで

すよということを載せてもらえないんですか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） 立地適正化計画で現

在の進捗状況というものを市民の皆様にオープンに

してくださいというそういう御質問でよろしいです

か。ちょっとお時間をいただけますでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 暫時休憩とします。 

午後３時26分 休憩 

───────────────── 

午後３時27分 再開 

○議長（馬場 衛） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 都市整備部長、答弁をお願いいたします。 

○都市整備部長（小倉英昭） お時間を取っていた

だいてありがとうございます。 

 立地適正化計画では、事業進捗ということは求め

ておりませんで、実際に居住誘導区域であったり都

市機能の誘導区域で、こういったところで特に都市

機能誘導区域に新たな展開が生じましたら、当然の

ことながら皆様に周知をしていくことになろうかと

思います。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） ぜひ、住民に著しく影響を及

ぼす事柄などはすぐに周知してもらいたいなと思っ

ています。 

 いつもこうであると全て決定してからパブリック

コメントに入りますので、そういうことがないよう

に。コンパクトシティの立地適正化計画にしても一

度御説明はされてるんですけど、分かっていらっし

ゃらないということはもう一回説明が必要なんじゃ

ないかなと思うんですけど、そしてそこで出た意見

なんかを公開していく、こういうふうな内容が展開

されました、こういう意見が住民から出ましたって

いうことを公開していく、開示していくということ

は大事と思うんですけども、その辺はされないです

か。都市計画マスタープランの見直しでやるとおっ

しゃってたので、もう立地適正化計画はしないです

よね。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） 立地適正化計画を策

定したときに、当然地元のほうに入って意見集約し

たり、パブリックコメントも実施して御意見のほう

はオープンにさせていただいて、今のこの計画がで

き上がっております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 多くの住民は分かってないと

いうことです。それが事実です。そして住民に伝え

るという役目は市役所にあるということも事実です。 

 住民の意見をぜひ聞いて、それを反映していただ
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きたいなと思います。 

 では、生活に必要なサービスを維持するために、

ある程度の人口集積が必要なのも確かです。でも、

理論的に言葉だけが独り歩きするコンパクトシティ

化はいただけないので、しっかりと住民の声を聞い

て、そして共に議論を重ねていただきたいなと。社

会構造の変化に柔軟に対応できるように、研究も必

要だと思いますので、よろしくお願いしたいなと思

います。そして中心市街地と集落拠点の地域間格差

が起こることによって住民の分断されないように配

慮していただきたいなと思います。 

 みんなが力を合わせて、生涯住んでよかったまち

づくりを未来に向けて進めていきましょう。 

 これで私の質問は終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、５番 福永桂子さん

の一般質問を終わります。 

 これをもちまして、12月定例会に予定しておりま

した一般質問を終わります。 

 議員の皆様また当局の皆様に、予定しておりまし

た３日間で終了することができました。御協力に感

謝を申し上げます。 

 以上で本日の日程は終了いたしました。本日はこ

れにて散会いたします。お疲れさまでした。 

午後３時32分 散会 

───────────────── 

 


